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RX261 グループ 

H8/3048（H8/300H シリーズ）⇒RX261 マイコン移行ガイド 

要旨 

本アプリケーションノートは、H8/3048 から RX261 への置き換えを行う場合の注意点、並びに相違点

等を説明しています。なお、各機能の詳細な情報は、最新のユーザーズマニュアル ハードウェア編にて

ご確認ください。 

動作確認デバイス 

RX261 
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1. CPU アーキテクチャ 

 システムレジスタ 

H8/3048 と RX261 のシステムレジスタの相違点を以下に示します。 

 汎用レジスタ 

H8/3048、RX261 ともに 32 ビットの汎用レジスタを備えています。H8/3048 は 32 ビットの汎用レジス

タとして 8 本*1、RX261 は 16 本使用できます。スタックポインタ（SP）は H8/3048 では ER7、RX261 で

は R0 です。 

【注】*1 H8/3048 では汎用レジスタ ER を分割し、16 ビットレジスタとして最大 16 本、8 ビットレジスタ
として最大 16 本使用できます。RX261 には汎用レジスタの分割機能はありません。 

 

図 1-1 に H8/3048 と RX261 の汎用レジスタの相違点を示します。 
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図 1-1 汎用レジスタ相違点 
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 制御レジスタ 

H8/3048 と RX261 の制御レジスタは図 1-2 に示す様な相違点があります。 

b0

RX261

b31 b0

H8/3048

b23

PC（プログラムカウンタ）

CCR*1

b0b7

【注】*1 コンディションコードレジスタ

FINTV（高速割り込みベクタレジスタ）

BPSW（バックアップPSW）

BPC（バックアップPC）

INTB（割り込みテーブルレジスタ）

PSW（プロセッサステータスワード）

USP（ユーザスタックポインタ）

ISP（割り込みスタックポインタ）

PC（プログラムカウンタ）

FPSW（浮動小数点ステータスワード）

EXTB（例外テーブルレジスタ）

 

図 1-2 制御レジスタの相違点 

以下に、H8/3048 にはない RX261 の制御レジスタについて概要を示します。 

  

• 割り込みスタックポインタ／ユーザスタックポインタ（ISP/USP） 

スタックポインタ（SP）には、割り込みスタックポインタ（ISP）と、ユーザスタックポインタ

（USP）の 2 種類があります。使用するスタックポインタ（ISP/USP）は、プロセッサステータスワー

ド（PSW）のスタックポインタ指定ビット（U）によって切り替えられます。 

• 割り込みテーブルレジスタ（INTB） 

割り込みベクタテーブルの先頭アドレスを指定します。 

• バックアップ PC／バックアップ PSW（BPC/BPSW） 

通常割り込みと高速割り込みがあります。高速割り込みでは、PC と PSW の内容を専用レジスタ（BPC

と BPSW）へ退避するため、レジスタ退避の処理時間を短縮することが可能です。なお、BPC、BPSW

は多重割り込みには対応していません。 

• 高速割り込みベクタレジスタ（FINTV） 

高速割り込み発生時のジャンプ先を指定するレジスタです。 

• 浮動小数点ステータスワード（FPSW） 

浮動小数点演算結果を示す、浮動小数点ステータスワードが存在します。 

• 例外テーブルレジスタ（EXTB） 

例外ベクタテーブルの先頭番地を設定するレジスタです。 

• コンディションコードレジスタの相違点 

H8/3048 に搭載されている制御レジスタ構成において CCR の H:ハーフキャリフラグ、U:ユーザビット

に相当するフラグは RX261 ではなくなりましたが、それ以外は RX261 の PSW レジスタで対応されて

います。 
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図 1-3 と表 1-1 に CCR（H8/3048）と PSW（RX261）の相違点を示します。 

H8/3048のCCR（コンディションコードレジスタ）

I

RX261のPSW（プロセッサステータスワード）

UI H U N Z V C

  IPL[3:0]  PM  U I   O S Z C

31         28 27         24                     20                       17       16   15             4     3         2         1         0

7 6 5 4 3 2 1 0

 

図 1-3 CCR（H8/3048）と PSW（RX261）の相違点 
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表 1-1 CCR（H8/3048）と PSW（RX261）の相違点 

CCR 

ビット名 

PSW 

ビット名 

説明 

C 

（キャリフラグ） 

C H8/3048 の CCR の C ビットで示される演算結果は、RX261 では

PSW の C ビットで示されます。 

演算結果にキャリ、ボロー、シフトアウトが発生したことを示し

ます。 

Z 

（ゼロフラグ） 

Z H8/3048 の CCR の Z ビットで示される演算結果は、 

RX261 では PSW の Z ビットで示されます。 

演算結果が 0 であったことを示します。 

N 

（ネガティブフラグ） 

S H8/3048 の CCR の N ビットで示される演算結果は、 

RX261 では PSW の S ビットで示されます。 

演算結果が負であったことを示します。 

V 

（オーバフローフラグ） 

O H8/3048 の CCR の V ビットで示される演算結果は、 

RX261 では PSW の O ビットで示されます。 

演算中にオーバフローしたことを示します。 

I 

（割り込みマスクビット） 

I H8/3048 の CCR の I ビット、UI ビットは、RX261 では PSW の I

ビットで示されます。 

0：割り込みを許可しない 

1：割り込みを許可する 

 

RX261 で割り込み要求の受け付けを許可するビットです。 

初期状態は“0”のため、割り込みを受け付ける場合は本 

ビットを“1”に設定する必要があります。また例外を受け 

付けると、このビットは“0”になり、その間割り込みは受 

け付けません。 

このビットの設定に関係なく、割り込み要求発生時は、割 

り込みコントローラの割り込みステータスフラグはリセッ 

トされます。 

UI 

（ユーザビット／ 

割り込みマスクビット） 

－ U RX261 で使用するスタックポインタを指定するビットです。 

0：割り込みスタックポインタ（ISP） 

1：ユーザスタックポインタ（USP） 

例外を受け付けると、このビットは“0”になります。 

－ PM RX261 でプロセッサモードを設定するビットです。 

0：スーパバイザモード 

1：ユーザモード 

例外を受け付けると、このビットは“0”になります。 

－ IPL[3:0] 割り込み優先レベルを指定するビットです。 

0（最低）～15（最高）レベルが設定可能で、この設定よ 

りも優先レベルが高い割り込みだけが受け付けられます。 

U 

（ユーザビット） 

－ RX261 には相当するビットはありません。 

H 

（ハーフキャリ－ 

フラグ） 

－ RX261 には相当するビットはありません。 
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 オプション設定メモリ 

RX261 ではオプション設定メモリの設定が必要です。オプション設定メモリは CPU リセット後の動作、

データのエンディアン設定等を行うメモリです。オプション設定メモリは ROM に設けられた領域で、プロ

グラムによる書き換えはできません。プログラム書き込み時に、あわせて書き込む必要があります。 

 

 オプション設定メモリの概要 

図 1-4 にオプション設定メモリ領域を示します。 

 

図 1-4 オプション設定メモリ領域 

以下に、レジスタの概要を示します。 

• エンディアン選択レジスタ（MDE） 

CPU のエンディアン設定を行うレジスタ 

• オプション機能選択レジスタ 1（OFS1） 

OFS1 レジスタでは以下項目の設定を行う。 

• リセット後の電圧監視 0 リセット有効／無効設定並びに電圧検出 0 レベル設定 

• リセット後の高速オンチップオシレータ（HOCO）の設定 

• 電源立ち上げ時起動時間、通常／短縮の設定 

• オプション機能選択レジスタ 0（OFS0） 

OFS0 レジスタではリセット後の「独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）」、「ウォッチドッグタイマ

（WDT）」の動作設定を行う。 

 

図 1-5 にオプション設定メモリの設定例を示します。 

 

図 1-5 エンディアン設定例 

 

/* シングルチップモードでのビッグエンディアン設定 */
#pragma section C EXCEPTVECT
void (*const Except_Vectors[])(void) = {
//;0xffffff80  MDE register
#ifdef __BIG
    (void (*)(void))0xfffffff8, // big
#else
    (void (*)(void))0xffffffff, // little
#endif
}
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図 1-6 に OFS0/1 の設定例を示します。 

 

図 1-6 OFS0/1 の設定例 

 

 エンディアンの設定 

H8/3048 は、ビッグエンディアン固定です。RX261 は、命令はリトルエンディアン固定、データ配置はリ

トルエンディアン、ビッグエンディアンから選択できます。このエンディアン設定は、オプション設定メモ

リの MDE レジスタのエンディアン選択ビット MDE[2:0]で設定します。 

H8/3048 から RX261 に置き換える際にビッグエンディアンを使用する場合、ルネサス純正コンパイラのオ

プション設定でビッグエンディアンを指定することができ、プログラム上でエンディアンを意識せずに移行

可能です。 

実際には、図 1-5 で示す様なコードは、コンパイラオプションの設定で自動的に生成されます。図 1-7 に

コンパイラオプションによるエンディアン指定の概要を示します。 

 

図 1-7 コンパイラオプションによるエンディアン指定 

  

#pragma section C EXCEPTVECT
void (*const Except_Vectors[])(void) = {
・・・
//;0xffffff88  OFS1 register
    (void (*)(void))0xffffffff, // OFS1
//;0xffffff8c  OFS0 register
    (void (*)(void))0xffffffff, // OFS0

プログラムコード

コンパイラ

リンカ

オブジェクトファイル
命令：リトルエンディアン
データ：リトルエンディアン

オブジェクトファイル
命令：リトルエンディアン
データ：ビッグエンディアン

オブジェクトファイル
命令：リトルエンディアン
データ：リトルエンディアン

オブジェクトファイル
命令：リトルエンディアン
データ：ビッグエンディアン

コンパイラオプション
endian=Little

コンパイラオプション
endian=Big
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 リセット機能 

H8/3048 と RX261 のリセット種別の相違点を以下に示します。 

 リセット要因 

H8/3048 と RX261 のリセット要因を表 1-2 に示します。 

表 1-2 リセット要因 

H8/3048 RX261 

• リセット • RES#端子リセット 

• パワーオンリセット 

• 電圧監視 0 リセット 

• 電圧監視 1 リセット 

• 電圧監視 2 リセット 

• 独立ウォッチドッグタイマリセット 

• ウォッチドッグタイマリセット 

• ソフトウェアリセット 

 

 

(1) リセットベクタの構成 

H8/3048 のリセットベクタは、ベクタ番号 0（ベクタアドレス H’0000～H’0003）に割り当てられていま

す。 

RX261 では複数のリセット要因に対して、リセットベクタはひとつです。リセット処理内でリセットス

テータスレジスタ 0～2 にてリセット要因判定を行い、要因別の処理を行います。 
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 リセット要因と初期化範囲 

H8/3048 は RES#端子を要因としたリセットの場合、CPU、周辺内部モジュール全体を初期化します。

RX261 ではリセット要因ごとにリセット検出関連フラグがあります。リセット検出関連フラグを判別する

ことで、リセットから復帰後、リセット要因を確認できます。RX261 のリセット要因別の初期化範囲を表 

1-3 に示します。 

表 1-3 RX261 リセット初期化範囲 

リセット対象 

リセット要因 

RES#端子 

リセット 

パワーオ

ンリセッ

ト 

電圧監視 

0 リセット 

独立ウォッ

チドッグタ

イマ 

リセット 

ウォッチ

ドッグタ

イマリ

セット 

電圧監視

1 リセッ

ト 

電圧監視

2 リセッ

ト 

ソフト

ウェアリ

セット 

パワーオンリセット検出フ

ラグ 
○ - - - - - - - 

コールドスタート/ 

ウォームスタート判別フラ

グ 

- 

*1 
○ - - - - - - 

電圧監視 0 リセット検出フ

ラグ 

○ ○ 

- - - - - - 

独立ウォッチドッグタイマ

リセット検出フラグ/ 

独立ウォッチドッグタイマ

のレジスタ 

○ ○ ○ - - - - - 

ウォッチドッグタイマリ

セット検出フラグ/ 

ウォッチドッグタイマのレ

ジスタ 

○ ○ ○ ○ - - - - 

電圧監視 1 リセット検出フ

ラグ/ 

電圧監視機能 1 のレジスタ 

○ ○ ○ ○ ○ - - - 

電圧監視 2 リセット検出フ

ラグ 

電圧監視機能 2 のレジスタ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 

ソフトウェアリセット検出

フラグ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 

リアルタイムクロックのレ

ジスタ*2 
- - - - - - - - 

サブクロック発振器のレジ

スタ 

- ○ - - - - - - 

動作モード*3 ○ ○ - - - - - - 

上記以外のレジスタ、CPU

および内部状態 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○：初期化されます 

－：変化しません 

【注】 *1 電源投入時は初期化されます。  

*2 一部の制御ビットは、すべてのリセットにより初期化されます。 

   *3 リセット解除時のモード設定端子の状態によって動作モードが決定されます。 

詳細は RX260 グループ、RX261 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

「3. 動作モード」を参照してください。 
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  クロック設定 

 クロック源 

クロック源の種類について示します。H8/3048 ではソフトによるクロック制御は行わないのに対し、RX で

は各クロックの設定を行う必要があり、それによってクロック源や周波数の切り替えが可能となっています。

表 1-4 に H8/3048 と RX261 のクロック源一覧を示します。 

表 1-4 H8/3048 と RX261 のクロック源一覧 

H8/3048 RX261 

• システムクロック • メインクロック発振器 

• サブクロック発振器 

• PLL/PLL2 回路 

• 高速オンチップオシレータ（HOCO） 

• 低速オンチップオシレータ（LOCO） 

• IWDT 専用オンチップオシレータ 
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 RX261 クロック発生回路 

RX261 は、リセット後、LOCO がシステムクロックに選択されています。システムの初期化において、図 

1-8 で示す様な各クロック源を必要に応じて発振させ、システムクロックを決定します。クロック発振とシス

テムクロックの選択切り替えは、発振順序、またはクロック発振安定時間を考慮して設定します。 

詳細手順は下記のアプリケーションノートを参考にして下さい。 

• RX261 グループ 初期設定例（R01AN7292JJ） 

 

図 1-8 に RX261 のクロック発生回路を示します。 
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図 1-8 RX261 クロック発生回路 
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 動作モード 

 動作モードの比較 

RX261 は H8/3048 と同様、端子のみでモードの設定を行います。動作モード設定については「1.5.3 動作

モード設定」および RX260 グループ、RX261 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照して

下さい。表 1-5 に RX261 の動作モードを示します。 

 

表 1-5 RX261 動作モード 

RX261 の動作モード モードの説明 

シングルチップモード* 内蔵 ROM が有効なモード 

ブートモード MCU 内部の専用領域に格納された、内蔵フラッシュメモリ 

書き換えプログラム（ブートプログラム）が動作するモード。 

USB または調歩同期式シリアルインタフェース（SCI1）を使

用して、MCU 外部から内蔵 ROM を書き換えることができま

す。 

【注】 * システムをリセットすることなく、ユーザプログラム中の ROM 書き換えルーチンにより内蔵 ROM

書き換えが可能 
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 H/3048、RX261 メモリマップ比較 

図 1-9 に H8/3048：モード 7、RX261：シングルチップモードのメモリマップを比較します。 

   

H8/3048：モード7

00 0000h

01 FFFFh

FF EF10h

FF FF0Fh

内蔵ROM

内蔵RAM

*1. ブートモードは、シングルチップモードと同じアドレス空間となります。

*2. 予約領域は、アクセスしないでください。

*3. 製品によりROM容量が異なります。

RX261：シングルチップモード 
*1

0000 0000h

0002 0000h

0008 0000h

RAM

予約領域 
*2

周辺I/Oレジスタ

0010 0000h

予約領域 
*2

予約領域 
*2

FFF8 0000h
内蔵ROM

（プログラムROM) 
*3

FFFF FFFFh

内蔵ROM

 (E2データフラッシュ）0010 2000h

周辺I/Oレジスタ

周辺I/Oレジスタ

予約領域 
*2

007F C000h

007F C500h

007F FC00h

0080 0000h

FF FF1Ch

内部I/Oレジスタ

FF FFFFh

 

図 1-9 H8/3048 と RX261 メモリマップ比較（シングルチップモード） 
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 動作モード設定 

RX261 の動作モード設定は、リセット解除時のモード端子のレベルによって選択できます。 

モード端子により決まる動作モードを表 1-6 に示します。 

 
表 1-6 RX261 端子設定と動作モード 

端子 モード名 

MD*1 UB*2 

High - シングルモード 

Low Low ブートモード（SCI インタフェース） 

High ブートモード（USB インタフェース） 

Low → High*3 Low ブートモード（FINE インタフェース） 

*1：RES#解除後待機時間、パワーオンリセット時間の期間中は動作モード遷移期間中のため、MD 端子の

入力レベルは変化させないでください。RES#解除後待機時間、パワーオンリセット時間の期間中の詳

細は RX260 グループ、RX261 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編「47. 電気的特性」を

参照してください。また、MD 端子の入力プルアップ抵抗は、ブートモードの場合はリセット中から動

作モード遷移が完了するまでの期間、シングルチップモードの場合はリセット中からプルアップ制御レ

ジスタの設定で無効設定にするまで有効となっています。 

*2：UB 端子と端子を共用している PC7 端子は汎用ポートや周辺機能入出力端子としても使用可能です。 

*3：リセット解除時は Low、その後 20～100ms の間に High にしてください。 
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 プロセッサモード 

RX261 には、スーパバイザモードとユーザモードの 2 つのプロセッサモードがあります。このプロセッ

サモードを使用することで、CPU リソースに対する階層的な保護機構を実現可能です。 

H8/3048 からの置き換えでは、ユーザモードは使用せず、スーパバイザモードのみで動作することで、プ

ロセッサモードを意識せずソフトの置き換えが可能になります。 

表 1-7 プロセッサモード 

プロセッサモード 移行条件 概要 

スーパバイザモード • リセット解除 

• 例外の発生 

（PSW.PM ビットが”0”に変化） 

すべての CPU リソースにアクセスで

き、すべての命令を実行できる（制限な

し）。 

通常は、OS 等のシステムプログラムを

動作させるモード。 

ユーザモード PSW.PM ビットに”1”を設定 
 
但し、この時はスタックに退避した

PSW.PM ビットを”1”にした後 RTE

命令を実行、または BPSW に退避し

た PSW.PM ビットを”1”にした後

RTFI 命令を実行。 

PSW の一部のビットや、BPC、BPSW

など、一部の CPU リソースへのライト

アクセスが制限され、特権命令も使用で

きない。 

通常は、アプリケーションプログラム等

のユーザプログラムを動作させるモー

ド。 

 

 

スーパバイザモード⇒ユーザモード移行方法 
 
スタック上に退避されている PSW.PM ビットを“1” にした後 RTE 命令を実行する、あるいはバッ

クアップ PSW（BPSW）に退避されている PSW.PM ビットを“1” にした後 RTFI 命令を実行するこ

とにより、ユーザモードへ移行します。ユーザモードへ移行すると、PSW のスタックポインタ指定ビッ

ト（U）が“1” になります。 

 
 

ユーザモード⇒スーパバイザモード移行方法 
 
例外が発生すると PSW.PM ビットが“0” になり、CPU はスーパバイザモードへ移行します。ハー

ドウェア前処理は、スーパバイザモードで実行されます。例外が発生する直前のプロセッサモードは、退

避された PSW.PM ビットに保持されます。 
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 例外処理 

本節は割り込みを含む例外処理全般にわたる H8/3048 と RX261 の相違点を記載します。 

 例外処理要因の比較 

H8/3048、RX261 の例外要因の比較を表 1-8 に表します。 

表 1-8 例外要因の比較 

要因 H8/3048 RX261 

リセット あり あり 

割り込み NMI あり あり 

内部 あり あり*1 *2 

外部 あり あり*1 *2 

未定義命令例外 なし あり*3 

特権命令例外 なし あり*4 

アクセス例外 なし あり*5 

浮動小数点例外 なし あり*6 

トラップ あり 

（TRAPA 命令） 

あり 

（INT、BRK 命令） 

【注】 1. 高速割り込みが可能です。（高速割り込みは優先レベル 15（最優先）の割り込みです。） 

 2. 割り込み例外処理を図 1-10 に示します。 

 3. 未定義命令（実装されていない命令）の実行を検出した場合に発生します。 

 4. 特権命令例外はユーザモード動作状態で、特権命令を使用した場合に発生します。 

 5. CPU からのメモリアクセスによるエラーが検出された場合に発生します。 

 6. 5 つの例外事象（オーバフロー、アンダフロー、精度異常、ゼロ除算、無効演算）の他、 

非実装処理を検出した場合に発生します。 

 

 

 例外処理の優先順位 

表 1-9 に H8/3048 と RX261 の例外要因に対する優先順位の比較を示します。 

表 1-9 例外事象優先順位 

優先順位 H8/3048 RX261 

高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

低い 

リセット リセット 

外部割り込み（NMI） ノンマスカブル割り込み 

―（該当なし） 高速割り込み 

割り込み（内部／外部） 割り込み（内部／外部）*1 

―（該当なし） 命令アクセス例外 

―（該当なし） 未定義命令例外・特権命令例外 

トラップ命令 無条件トラップ 

―（該当なし） オペランドアクセス例外 

―（該当なし） 単精度浮動小数点例外 

【注】 *1 割り込みの内の優先順位は割り込みコントローラにより優先順位を決定します。 
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 例外処理の基本処理フロー図 

図 1-10 に H8/3048 と RX261 の割り込み例外処理（内部／外部）フローを示します。 

 

ユーザプログラム実行中

割り込み発生（内部／外部）

CCRのIビットに設定された

割り込みマスクが0の場合、

割込みが発生する

＜H8/3048＞

ユーザプログラム実行中

割り込み発生（内部／外部）

PSWのIビット=1でIPL[3:0]に

設定されたプロセッサ割り込み優先レ
ベルより割り込み優先レベルが高い場

合割り込みを発生する

＜RX261＞

CCRをスタックに退避 PSWを割り込みスタックに退避

PCをスタックに退避する

リターン後に実行する最初の

命令のアドレスをPCとする*1

PSWのPM、U、Iに0を設定

次命令PCをスタックへ退避*2

PSWのIPL[3:0]に割り込み優先レベル

を書き込む
CCRのIに1を書き込む

ベクタ設定の割り込みハンドラベクタ設定の割り込みハンドラ

割り込みハンドラ実行 割り込みハンドラ実行

スタックに退避したPCとCCRを

復帰する

スタックに退避したPCとPSWを

復帰する

ユーザプログラムへ復帰 ユーザプログラムへ復帰

LIフラグのクリア処理

【注】1. H8/3048のLDC、ANDC、ORC、XORC命令は割り込みの受け付けを禁止しており、
         必ず次命令を実行します。

2. RXのRMPA、SCMPU、SMOVB、SMOVF、SMOVU、SSTR、SUNTIL、SWHILE命令

   を実行中は実行中命令のPCをスタックへ退避する。
 

図 1-10 割り込み例外処理（内部／外部）フロー 
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 ベクタ構成 

H8/3048 は固定ベクタのみで構成されているのに対し、RX261 では例外ベクタテーブルと、割り込みベ

クタテーブルに分離されています。RX261 では割り込みを許可する前に割り込みベクタテーブルを設定し

ます。割り込みベクタテーブルの設定は INTB レジスタに割り込みベクタテーブルの先頭アドレスを設定し

ます。例外ベクタはリセット等のシステム例外など割り付けられており、こちらは再配置できません。ベク

タアドレスのメモリ再配置については RX260 グループ、RX261 グループ ユーザーズマニュアル ハード

ウェア編を参照して下さい。 

図 1-11 に RX261 における割り込みベクタテーブルの設定を示します。 

 

図 1-11  RX261 における割り込みベクタテーブル設定 

 

  

IntBaseINTB

b31 b0

IntBase+4

IntBase+8

IntBase+1020

0

1

2

255

割り込みベクタが
割り当てられる順序
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 CCR（PSW）による割り込みのマスク 

H8/3048 は、SYSCR の UE ビットに 0 を設定した場合に CCR の I ビットと CCR の UI ビットを組み合わ

せて最大 3 段階の割り込みマスクを設定できます。RX261 では PSW の IPL ビット、I ビットで最大 16 段

階の割り込みマスクを設定できます。 

表 1-10 に PSW 内の割り込み関連ビットを示します。 

表 1-10 PSW 内の割り込み関連ビット 

RX261 PSW ビット名 説明 

IPL[3:0] MPU による割り込みマスクレベル（優先レベル） 

設定値 0～Fh（レベル 0～15） 

割り込み要求発生時、本レベルと割り込み要因毎の優先度レベルを比較

し、マスクレベルより高い場合に割り込みが受け付けられます。 

I I ビット（割り込み許可ビット）設定値 

0：割り込みを許可しない 

1：割り込みを許可する 

システムリセット後、本ビットを”1”にしないと割り込みは入りません。

また、割り込みを受け付けた場合、本ビットは”0”となります。 

その間の割り込みは受け付けませんが、割り込み発生時、割り込みコン

トローラの割り込みステータスフラグには”1”がセットされます。 
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 割り込み機能 

本節は H8/3048 と RX261 における割り込みコントローラの機能比較を示します。 

 割り込みコントローラ 

表 1-11 に割り込みコントローラのスペック比較を示します。 

表 1-11 割り込みコントローラ比較 

項目 H8/3048 RX261 

割り込み 周辺機能 

割り込み 

• 周辺モジュールからの割り込み 

• 割り込み検出：エッジ／レベル*1 

• 周辺モジュールからの割り込み 

• 割り込み検出：エッジ／レベル*1 

外部機能 

割り込み 

• IRQ0～IRQ5 端子 

• 要因数：6 

• 割り込み検出：Low レベル／立

ち下がりエッジを要因ごとに設

定可能 

• IRQ0～IRQ7 端子 

• 要因数：8 

• 割り込み検出：Low レベル／立

ち下がりエッジ／立ち上がエッジ

／両エッジを要因ごとに設定可能 

• デジタルフィルタ機能をサポート 

ソフトウェア 

割り込み 

― レジスタ書き込みによる割り込み 

要因数：1 

イベントリン

ク割り込み 

― ELC イベントにより、ELSR8I、

ELSR18I、ELSR19I 割り込みを発生 

割り込み 

優先順位 

レジスタにより優先・非優先のレベ

ルを要因ごと、またはモジュールご

とに設定可能 

レジスタにより優先順位を設定 

高速割り込み - 高速割り込みをサポート 

要因数：1 

DTC、DMAC 

制御 

起動可能*2 起動可能*2 

ノンマスカブル 

割り込み 

NMI 割り込み 

端子 

• NMI 端子から割り込み 

• 割り込み検出：立ち下がりエッ

ジ／立ち上がりエッジ 

• NMI 端子から割り込み 

• 割り込み検出：立ち下がりエッジ

／立ち上がりエッジ 

• デジタルフィルタ機能をサポート 

その他の要因 • トラップ命令 • 発振停止検出割り込み 

• WDT アンダフロー／リフレッ

シュエラー 

• IWDT アンダフロー／リフレッ

シュエラー 

• 電圧監視 1 割り込み 

• 電圧監視 2 割り込み 

• RAM エラー割り込み 

低消費電力状態からの復帰  • スリープモード、ディープスリー

プモード：全ノンマスカブル割り

込み、全割り込み要因で復帰 

ソフトウェアスタンバイモード：

ノンマスカブル割り込み、外部端

子割り込み(IRQ0～IRQ7)、周辺

機能割り込み(電圧監視 1、電圧

監視 2、RTC アラーム/周期、

REMC、USB0 レジューム)、
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ELSR8I 割り込み(LPT 専用割り

込み)で復帰 

• スヌーズモード：ノンマスカブル

割り込み、外部端子割り込み

(IRQ0～IRQ7)、周辺機能割り込

み(電圧監視 1、電圧監視 2、

RTC アラーム/周期、REMC、

USB0 レジューム)、SNZI 割り込 

み(スヌーズ解除割り込み)で復帰 

【注】 1. 接続固定周辺モジュールからの検出方法は固定です。 

 2. 起動要因は、H8/3048 では DMAC に、RX261 では割り込みコントローラに設定します。 
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H8/3048 に搭載されている割り込みコントローラでは、IRQ の割り込みフラグのみ制御し、周辺モジュー

ルの割り込みフラグは、周辺モジュールが制御します。RX261 に搭載されている割り込みコントローラで

は、割り込み要求レジスタで IRQ、周辺モジュールすべての割り込みフラグを制御します。また、DMAC

の起動要因設定も割り込みコントローラで制御します。H8/3048 に搭載されている DMAC には、NMI 発生

時転送禁止機能がありますが、RX261 にはありません。 

割り込みコントローラの比較を表 1-12 に示します。 

表 1-12 割り込みコントローラのレジスタの比較 

 

H8/3048 RX261 

割り込みコントローラ  

 システムコントロールレジスタ（SYSCR）  

  ソフトウェアスタンバイ（SSBY） 消費電力低減機能 

   スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

  スタンバイタイマセレクト 2～0（STS） -（対応するレジスタは存在しない） 

  ユーザビットイネーブル（UE） -（対応するレジスタは存在しない） 

  RAM イネーブル（RAME） 動作モード 

   システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1） 

  NMI エッジセレクト（NMIEG） 割り込みコントローラ（ICUb） 

   NMI 端子割り込みコントロールレジスタ(NMICR) 

割り込みコントローラ 割り込みコントローラ（ICUb） 

 インタラプトプライオリティレジスタ A、B

（IPRA、IPRB） 

 割り込み要因プライオリティレジスタ n（IPRn） 

割り込みコントローラ 割り込みコントローラ（ICUb） 

 IRQ ステータスレジスタ（ISR）  割り込み要求レジスタ n（IRn） 

周辺モジュール  

 割り込み要求フラグレジスタ  

割り込みコントローラ 割り込みコントローラ（ICUb） 

 IRQ イネーブルレジスタ（IER）  割り込み要求許可レジスタ m（IERm） 

周辺モジュール  

 割り込み要求許可レジスタ  

割り込みコントローラ 割り込みコントローラ（ICUb） 

 IRQ センスコントロールレジスタ（ISCR）  IRQ コントロールレジスタ i（IRQCRi） 

DMA コントローラ 割り込みコントローラ（ICUb） 

 データトランスファコントロールレジスタ

（DTCR） 

 

DMAC 起動要因選択レジスタ m（DMRSRm） 

-（対応するレジスタは存在しない） 割り込みコントローラ（ICUb） 

 高速割り込み設定レジスタ（FIR） 

 ソフトウェア割り込み起動レジスタ（SWINTR） 

 DTC 転送要求許可レジスタ n（DTCERn） 

 IRQ 端子デジタルフィルタ許可レジスタ 0（IRQFLTE0） 

 IRQ 端子デジタルフィルタ設定レジスタ 0

（IRQFLTC0） 

 ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ(NMISR) 

 ノンマスカブル割り込み許可レジスタ(NMIER) 

 ノンマスカブル割り込みステータスクリアレジスタ

（NMICLR） 

 NMI 端子デジタルフィルタ許可レジスタ（NMIFLTE） 

 NMI 端子デジタルフィルタ設定レジスタ（NMIFLTC） 
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 割り込みフラグの管理 

H8/3048 の周辺モジュールでエッジ検出による割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ内で割り込み

フラグ（割り込み要因フラグ）のクリア（ダミーリードとクリア）を行います。ハンドラ内でクリアしない

と再度割り込みが発生するためです。RX261 の割り込みフラグ（割り込みステータスフラグ）は割り込み

コントローラ内で管理されます。割り込みコントローラは CPU または DMAC、DTC に割り込み要求を行

い、その受け付け応答を受信すると自動的に当該の割り込みステータスフラグをクリアする機能を備えてい

るため、H8/3048 の様なフラグのクリア、ダミーリードの必要がありません。なお、レベル検出による割り

込みに関しては、周辺モジュール内に要因フラグが存在し、これをクリアする必要があります。詳細は

RX260 グループ、RX261 グループユーザーズマニュアル ハードウェア編を参照して下さい。 

 

図 1-12  H8/3048 周辺モジュール割り込み（エッジ検出） 

 

図 1-13 RX261 周辺モジュール割り込み（エッジ検出） 

  

割り込みコントローラ

優先順位比較

インタラプトイネーブル

周辺モジュール

割り込み要求フラグ

CPU/

DMAC

 割り込み要求

 優先順位を比較し、CPUへ割り込み

割り込み発生

割り込み処理

割り込みフラグクリア

ソフト割り込みハンドラ

RTE

 例外ベクタに従い例外処理へ

 周辺モジュールの
　割り込みフラグをクリア、
　ダミーリード

割り込みコントローラ

周辺モジュール*2

割り込み許可ビット

CPU/DTC/

DMAC

 割り込み要求

 優先順位を比較し、割り込み要求を行う

割り込み発生

割り込み処理

ソフト割り込みハンドラ

RTE

 例外ベクタに従い例外処理へ

割り込み要求許可ビット

割り込みステータスフラグ

優先順位比較

 割り込み

　受け付け応答*1

【注】1. CPU（またはDTC/DMAC）からの割り込み受け付け応答があると、自動的に割り込みフラグは

        クリアされます。フラグクリア、ダミーリード処理は必要ありません。

2. レベル検出による割り込みの場合、割り込みステータスフラグをクリアするには、周辺モジュ

　ール側に存在する割り込み発生元の要求フラグをクリアする必要があります。
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 高速割り込み制御 

RX261 は、通常の割り込みに加えて高速割り込みが可能です。 

通常割り込み：割り込み優先順位判定後、コントロールレジスタ、汎用レジスタを内部 RAM または、外

部 RAM へソフトウェアにて退避する必要があります。 

高速割り込み：最優先割り込みとして動作します。割り込み発生時、コントロールレジスタは専用レジス

タに退避されるため、通常割り込みより高速な割り込み起動を実現します。 

コンパイラオプションで一部の汎用レジスタを割り込み専用に割り付ける事ができます。この場合汎用レ

ジスタの退避、復帰を削除することが可能なため、さらに高速な割り込みが実現可能です。 

 

 

図 1-14 RX261 通常割り込みと高速割り込みの差分 

  

ユーザプログラム実行中

通常割り込み

ユーザプログラム実行中 サイクル数の差分

高速割り込み

割り込み発生 高速割り込み発生

優先レベル判定 優先レベル判定（レベル15固定）

PSWを割り込みスタックへ退避 PSWを割り込みBPSWへ退避

PSWをPM、U、Iに0設定 PSWをPM、U、Iに0設定

次命令PCをスタックへ退避*1 次命令PCをBPCへ退避

PSWのIPL[3:0]に割り込み

優先レベルを書き込む

PSWのIPL[3:0]に割り込み

優先レベル'15'を書き込む

ベクタテーブル設定の
割り込みハンドラ

FINTV設定の割り込みハンドラへ

割り込みハンドラ実行 割り込みハンドラ実行

スタックに退避したPSWとPC

を復帰する

専用レジスタに退避したPSWと

PCを復帰する

ユーザプログラムへ復帰
ユーザプログラムへ復帰

網掛け：高速割り込み専用処理

3cyc       1cyc

PSW、PCの退避

6cyc       4cyc

汎用レジスタ退避復帰分
Xcyc*1

PSW、PCの復帰

6cyc     4cyc

差分　　    6   +   Xcyc

【注】1. 高速割り込みの退避レジスタ段数は1段です。よって多段高速割り込みを行うことは出来ません。

         高速割り込みを使用する機能を一つに決める必要があります。

割り込みと高速割り込みの違い
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 デジタルフィルタ 

RX261 は、IRQ、NMI のレベル信号に関してはデジタルフィルタ機能を設けています。デジタルフィルタ

用のサンプリングクロックを設定することが可能で、サンプリングクロックベースで 3 回分に満たない割り

込み信号は、割り込みとして受け付けません。 

 

 

図 1-15 デジタルフィルタ動作例 

 

  

          

サンプリングクロック

IRQ端子

割り込み要求フラグ
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 多重割り込み 

RX261 は、多重割り込みが可能です。RX261 で多重割り込みを実現するには、割り込みハンドラの中で

PSW（I）ビット=1（割り込み許可）とする必要があります。多重割り込みを許可しない場合の動作シーケ

ンスを図 1-16、多重割り込みの動作シーケンスを図 1-17 に示します。 

 

 

図 1-16 RX261 割り込みシーケンス（PSW（I）ビット制御しない場合） 

 

 

図 1-17 RX261 割り込みシーケンス（PSW（I）ビット制御を行う場合） 

 

  

アプリケーション 低優先レベル割り込み 高優先レベル割り込み

低優先レベル割り込みの発生

高優先レベル割り込みの発生

低優先レベル割り込み処理終了

アプリケーション 低優先レベル割り込み 高優先レベル割り込み

PSW（I）bit=1とする

低優先レベル割り込みの発生

高優先レベル割り込みの発生

低優先レベル割り込み処理終了
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2. 内蔵機能（周辺モジュール） 

 内蔵機能一覧 

表 2-1 内蔵機能一覧(1/2) 

H8/3048 RX261 

バスコントローラ －（外部バス制御機能無し） 

DMA コントローラ DMA コントローラ（DMACA） 

I/O ポート I/O ポート 

16 ビットインテグレーテッドタイマユニット 

（ITU） 

汎用 PWM タイマ(GPTWa) 

プログラマブルタイミングパターンコントローラ 

（TPC） 

－ 

ウォッチドッグタイマ ウォッチドッグタイマ（WDTA） 

独立ウォッチドッグタイマ（IWDTa） 

シリアルコミュニケーションインタフェース シリアルコミュニケーションインタフェース 

（SCIk、SCIh、RSCI） スマートカードインタフェース 

A/D 変換器 12 ビット A/D コンバータ（S12ADE） 

D/A 変換器 8 ビット D/A コンバータ（DAa） 

4K バイト RAM 最大 128K バイト RAM 

ROM 

マスク ROM：最大 128K バイトまたは 

フラッシュメモリ：128K バイト 

ROM 

ユーザ領域：最大 512K バイト 

データ領域：8K バイト 

エクストラ領域：スタートアップ領域情報、 

アクセスウィンドウ情報、ユニーク ID を格納 

割り込みコントローラ 割り込みコントローラ（ICUb） 

低消費電力状態 消費電力低減機能 

  



RX261 グループ H8/3048（H8/300H シリーズ）⇒RX261 マイコン移行ガイド 

R01AN7735JJ0100  Rev.1.00  Page 30 of 71 

Mar.25.25  

表 2.1 内蔵機能一覧(2/2) 

H8/3048 RX261 

 動作電力低減機能 

データトランスファコントローラ（DTCb） 

マルチファンクションピンコントローラ（MPC） 

イベントリンクコントローラ（ELC） 

CRC 演算器（CRC） 

シリアルペリフェラルインターフェース（RSPIc） 

I²C バスコントローラ（RIICa） 

GPTW 用ポートアウトプットイネーブル(POEGc) 

コンペアマッチタイマ（CMT） 

リアルタイムクロック（RTCBa） 

データ演算回路（DOC） 

クロック周波数精度測定回路（CAC） 

静電容量式タッチセンサ（CTSU2SLa） 

メモリプロテクションユニット（MPU） 

8 ビットタイマ（TMRa） 

CAN FD モジュール（CAN FD） 

ローパワータイマ（LPT） 

USB2.0 ホスト/ファンクションモジュール

（USBe） 

リモコン信号受信機能(REMCa) 

Renesas Secure IP (RSIP-E11A)  

温度センサ（TEMPSA） 

コンパレータ B（CMPBa） 

 

 

 I/O ポート 

 I/O ポート仕様比較 

表 2-2 I/O ポート数 

項目 H8/3048 RX261 

ピン数 100 ピン 100 ピン 80 ピン 64 ピン 48 ピン 

入出力端子 70 本 89 本 69 本 53 本 39 本 

 入力プルアップ

MOS 

20 本 ― ― ― ― 

入力プルアップ抵抗 ― 89 本 69 本 53 本 39 本 

オープンドレイン出

力 

― 63 本 47 本 35 本 27 本 

5V トレラント ― 4 本 4 本 2 本 2 本 

シュミット入力 15 本 ― ― ― ― 

入力端子 8 本 3 本 3 本 3 本 1 本 

ポートの合計数 78 本 92 本 72 本 56 本 40 本 
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 I/O 設定 

H8/3048、RX261 ともに各ポートは、周辺モジュールの入出力端子や、割り込み入力端子等、複数の機能

で兼用となっています。そのため、I/O ポートのレジスタ、および内蔵周辺モジュールのレジスタの設定に

より、汎用入出力ポート、周辺機能の入出力、割り込み入力端子、バス制御端子に機能を切り替える必要が

あります。 

H8/3048 は、該当機能の端子を選択する場合、動作モード、複数機能のレジスタ設定を組み合わせる必要 

があり、複雑でした。対して RX261 ではマルチピンファンクションコントローラ（MPC）でこれらの制御

が集約されました。 

また、RX261 ではこれ以外に様々な追加設定を行うことが可能です。RX261 の I/O 設定の概念を図 2.1

に示します。 

  

図 2-1  RX261 の I/O 設定 

RX261 の I/O ポートはマルチプレクス端子になっています。よって、端子設定を汎用入出力、または内蔵

モジュール機能に割り振る必要があります。 

• 汎用ポートとして割り当てる場合は I/O ポート n* 1を設定します。 

⎯ I/O ポートを汎用ポートとして設定する場合に設定するレジスタを表 2-3 に示します。 

⎯ 汎用ポートとしての設定例は図 2-2 に示します。 

• 周辺機能として割り当てる場合は I/O ポート n、マルチファンクションピンコントローラ（MPC）を設

定します。 

⎯ I/O ポートを周辺機能として設定する場合に設定するレジスタを表 2-3～表 2-6 に示します。 

⎯ 周辺モジュールの初期化フローは図 2-3 に示します。 

【注】*1  n はポート番号:0～5,A～E,H,J 

 
  

端子

周辺機能２
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PMR PCR
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表 2-3  RX261 I/O ポートのレジスタ構成 

レジスタ 機能名 機能 

PDR ポート方向レジスタ 汎用入出力ポートが選択されているときポートの入

力/出力を指定する。 

PODR ポート出力レジスタ 汎用出力ポート。汎用出力ポートとして使用する端

子の出力データを格納します。 

PIDR ポート入力レジスタ 汎用入力ポート。ポートの端子の状態を反映。

PDR、PMR の値に関係なく端子の状態が読めます 

PMR ポートモードレジスタ ポート端子機能を設定する。 

汎用入出力ポートまたは周辺機能として使用するか

を端子毎に設定します。 

ODR0 オープンドレイン制御レジスタ 0 ポートの出力を以下の形態から選択します。 

• CMOS 出力 

• N チャネルオープンドレイン 

• P チャネルオープンドレイン 

• Hi-Z 

ODR1 オープンドレイン制御レジスタ 1 ポートの出力を以下の形態から選択します。 

• CMOS 出力 

• N チャネルオープンドレイン 

PCR プルアップ制御レジスタ ポートの入力プルアップ抵抗の有効/無効 

を指定します。 

PSRA ポート切り替えレジスタ A 以下のどちらを使用するのか選択します。*1 

• PB6、PB7 の汎用入出力機能 

• PC0、PC1 の汎用入出力機能 

PSRB ポート切り替えレジスタ B 以下のどちらを使用するのか選択します。*2 

• PB5、PB3、PB1、PB0 の汎用入出力機能 

• PC3、PC2、PC1、PC0 の汎用入出力機能 

PRWCNTR ポートリードウェイト制御レジスタ PIDR レジスタリード時のウェイトサイクル数を選

択します。 

【注】 *1 PSRA レジスタは 80、64 ピンパッケージ製品用のレジスタ 

*2 PSRB レジスタは 48 ピンパッケージ製品用のレジスタ 

 

 

I/O ポートを周辺機能に割り当てる場合に必要なレジスタは表 2-3 に示した I/O ポートのレジスタに加え

て表 2-4～表 2-6 に記載されているレジスタを設定します。 

表 2-4 RX261 レジスタライトプロテクション機能のレジスタ 

レジスタ 機能名 機能 

PRCR プロテクトレジスタ 重要なレジスタの書き換えを防止するための書き換え保護を制

御します 

クロック発生回路関連レジスタ、動作モード関連レジスタ、消

費電力低減機能関連レジスタ、クロック発生回路関連レジス

タ、ソフトウェアリセットレジスタ、ローパワータイマ関連レ

ジスタ、LVD 関連レジスタ、および本レジスタ自体の保護機能

を制御 
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表 2-5 RX261 モジュールストップ機能のレジスタ 

レジスタ 機能名 機能 

SBYCR スタンバイ 

コントロールレジスタ 

スタンバイモードを制御します。 

MSTPCRA モジュールストップ 

コントロールレジスタ A 

以下の周辺機能の動作の解除/偏移を制御します。 

TMR、GPTW、CMT、S12AD、DA、DMAC、DTC 

MSTPCRB モジュールストップ 

コントロールレジスタ B 

以下の周辺機能の動作の解除/偏移を制御します。 

SCI12、DOC、ELC、CMPB、RSPI、USB0、RIIC0、CRC、

SCI5,6,1、RSCI0 

MSTPCRC モジュールストップ 

コントロールレジスタ C 

以下の周辺機能の動作の解除/偏移を制御します。 

RAM0、CAC、RSCI8,9、REMC0、ディープスリープモード 

MSTPCRD モジュールストップ 

コントロールレジスタ D 

以下の周辺機能の動作の解除/偏移を制御します。 

CAN FD、CTSU、RSIP 

OPCCR 動作電力 

コントロールレジスタ 

以下のどれかの動作モードに変更できます。 

• 高速動作モード 

• 中速動作モード 

• 中速動作モード 2 

SOPCCR サブ動作電力 

コントロールレジスタ 

以下のどちらかの動作モードに変更できます。 

• 高速動作モード、中速動作モードまたは中速動作モード 2*1 

• 低速動作モード 

RSTCKCR スリープモード復帰 

クロックソース切り替え 

レジスタ 

以下のスリープモード復帰クロックソースを選択できます。 

• LOCO 

• HOCO 

• メインクロック発振器 

SNZCR スヌーズコントロールレジ

スタ 

SNZCR レジスタは、ソフトウェアスタンバイモード中にス

ヌーズモードへ移行するためのスヌーズ遷移 

条件、スヌーズモードを終了するためのスヌーズ終了条件を

設定します。 

SNZCR2 スヌーズコントロールレジ

スタ 2 

スヌーズ解除割り込みの要因を選択します。 

RPSCR RAM 省電力制御レジスタ ソフトウェアスタンバイモード時に電源を遮断する RAM の領

域を設定します。 

注. このレジスタは PRCR.PRC1 ビットを“1” (書き込み許可)にした後で書き換えてください。 

*1  OPCCR.OPCM[2:0]の設定による。 
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表 2-6 RX261 マルチファンクションピンコントローラレジスタ 

レジスタ 機能名 機能 

PWPR 書き込みプロテクトレジスタ PFS レジスタへの書き込みプロテクト機能 

P0nPFS P0n 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート 0 の機能選択する） 

P1nPFS P1n 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート 1 の機能選択する） 

P2nPFS P2n 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート 2 の機能選択する） 

P3nPFS P3n 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート 3 の機能選択する） 

P4nPFS P4n 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート 4 の機能選択する） 

P5nPFS P5n 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート 5 の機能選択する） 

PAnPFS PAn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート A の機能選択する） 

PBnPFS PBn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート B の機能選択する） 

PCnPFS PCn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート C の機能選択する） 

PDnPFS PDn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート D の機能選択する） 

PEnPFS PEn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート E の機能選択する） 

PHnPFS PHn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート H の端子機能選択） 

PJnPFS PJn 端子機能制御レジスタ 端子機能を選択するレジスタ（ポート J の端子機能選択） 

 

 

RX261 の I/O ポートを汎用入出力として使用する場合の初期化フローを示します。 

 

図 2-2 RX261 I/O 汎用入出力使用する場合 

 

RX261 の I/O ポートを端子機能で使用する場合の初期化フローを図 2-3 に示します。汎用入出力も含む

周辺機能使用時の設定例については、各周辺機能の章を参照して下さい。 
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プロテクトを解除する 消費電力低減機能関連レジスタ
のライトプロテクトを解除する。

モードを汎用ポートに設定

ポート方向を設定

端子出力値に初期値を設定

使用する機能モジジュールのモジュールSTOPの状態を
解除する*1  x:A、B、C

オープンドレイン出力／入力プルアップ抵抗
有効・無効／駆動能力を設定

PxxPFSレジスタのプロテクトを解除する。

使用する端子機能を選択する。

PxxPFSレジスタのプロテクトを有効にする。

使用するモジュールのレジスタ設定を行う

モードを端子機能選択とする。

但しアナログ端子を使用する場合PMRは汎用入力のまま

プロテクトをする 消費電力低減機能関連レジスタのラ
イトプロテクトを有効にする。

端子の初期条件として、汎用入力（デフォルト）と
なっている場合とする。

：設定が必要な場合

PRCR設定

MSTPCRx設定

PRCR設定

ODR/PCR、DSCR設定

PODR設定

PDR設定

PMR設定

PWPR設定

PxxPFS設定

PWPR設定

PMR設定

各モジュール設定

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

端子設定

END

 

図 2-3 RX261 端子機能設定フローチャート 

 

モジュールストップを解除する場合、MSTPCRx はレジスタライトプロテクション機能によりライトプロ

テクトされています。そのため MSTPCRx の書き換え時はプロテクトレジスタ（PRCR）でライトプロテク

トを解除します。DMAC、DTC、RAM についてはデフォルト動作です。 

  

【注】*1 端子機能を設定する場合デフォルトでは DMAC、DTC、RAM を除く周辺モジュールは停止状態です。そのため消費電 

力低減機能にあるモジュールストップコントロールレジスタ（MSTPCRx）によりモジュールストップを解除します。 
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 バス 

 バスの構成 

 

図 2-4 に H8/3048 と RX261 のバスの構成を比較します。なお、RX261 に外部バス制御機能はありませ

ん。 

H8/3048 に搭載されているバスコントローラの構成を示します。 

 

図 2-4  H8/3048 バスコントローラの構成 

H8/3048 のバスはシステムクロックに同期しており、種類も内部データバスのみです。 

  

エリア
デコーダ

内部アドレス
バス

ABWCR

CS₀～CS₇

チップセレクト
制御信号

ASTCR

WCER

CSCR

バス制御信号

ウェイトステート
コントローラ

WCR

バスアービタ

BRCRCPUバス権要求信号
DMACバス権要求信号
リフレッシュコントローラバス権要求信号
CPUバスアクノリッジ信号
DMACバスアクノリッジ信号
リフレッシュコントローラバスアクノリッジ信号

内部信号

バスモード制御信号

バスサイズ制御信号

アクセスステート制御信号

ウェイト要求信号

内部信号

BACK

BREQ

WAIT

【記号説明】
ABWCR: バス幅コントロールレジスタ
ASTCR: アクセスステートコントロールレジスタ
WCER: ウェイトステートコントローライネーブルレジスタ
WCR: ウェイトコントロールレジスタ
BRCR: バスリリースコントロールレジスタ
CSCR: チプセレクトコントロールレジスタ
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RX261 に搭載されているバスの構成を示します。 

CPU

命令バス

オペランドバス

RAM ROM

メモリバス1 メモリバス2

内部メインバス1

内部メインバス2

周辺機能
DTC/

DMAC(s)

内部周辺バス１

周辺機能 周辺機能
・・

・

内部周辺バス2,3

周辺機能 周辺機能
・・

・

内部周辺バス4,5

ROM

(P/E時)

E2データ

フラッシュ
・・・

内部周辺バス6

DTC/
DMAC(m)

バスエラー監視部

PCLKB同期 PCLKA同期 FCLK同期

注1. 実線矢印はバスマスタからのアクセス要求の方向を示します。

注2. DTC/DMAC(m)はマスタ機能、DTC/DMAC(s)はレジスタアクセスを示します。

ICLK同期

  

図 2-5  RX261 バスの構成図 

RX261 ではメモリバス、内部バス、周辺バスがそれぞれ多段に存在します。これにより CPU と

DMAC/DTC、更には周辺バス毎にモジュールの並列動作が可能になっています。 

RX261 のバスの種類を以下に示します。RX261 ではバスの種類が表 2-7 の様になっており、バスごとに

同期クロックも異なる仕様となっています。 

表 2-7  RX261 のバス 

バス 接続モジュール等 クロック*1 

CPU バス 

（命令バス、オペランドバス） 

命令バス：CPU（命令）、内蔵メモリ、 

オペランドバス：CPU（オペランド）、内蔵メモリ 
ICLK 

メモリバス 1 内蔵 RAM ICLK 

メモリバス 2 内蔵 ROM ICLK 

内部メインバス 1 CPU ICLK 

内部メインバス 2 DTC、DMAC、内蔵メモリを接続（RAM,ROM） ICLK 

内部周辺バス 1 DTC、DMAC、割り込みコントローラ、バスエラー監視部 ICLK 

内部周辺バス 2 内部周辺バス 1,3,4,5 以外の周辺機能 PCLKB 

内部周辺バス 3 USB0、CAN FD、CTSU、REMC、RSCI PCLKB 

内部周辺バス 4 GPTW PCLKA 

内部周辺バス 5 CAN FD(メッセージバッファ RAM) PCLKA 

内部周辺バス 6 フラッシュ制御モジュール、E2 データフラッシュ FCLK 

【注】1  ICLK：システムクロック 

PCLKA：周辺モジュールクロック A 

PCLKB：周辺モジュールクロック B 

FCLK：FlashIF クロック 
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 割り込みコントローラ 

 IRQ 端子の使用例 

以下に IRQ3 を使用する場合の設定例を以下に示します。H8/3048 は P83 を IRQ3 入力端子として使用し

ます。RX261 は P33 を IRQ3 入力端子として使用します。 

 

表 2-8 割り込み初期設定例（IRQ3 設定） 

手順 H8/3048 RX261 

1 I/O ポート設定 

（端子入出力と端子

機能設定） 

P83DDR=0 PORT3.PDR.B3=0 

（P33 入力設定）  

PORT3.PMR.B3=0  

（P33 機能端子設定）  

MPC.PWPR.B0WI=0 

MPC.PWPR.PFSWE=1  

（PFS ライト許可） 

MPC.P33PFS.ISEL=1 

（割り込み機能設定 IRQ3） 

MPC.PWPR.PFSWE=0  

（PFS ライト禁止） 

MPC.PWPR.B0WI=1 

2 割込みコントローラ 

設定 

ISCR.IRQ3SC=1  

（IRQ 検出：立下がり検出） 

IER.IRQ3E=1  

（IRQ3 許可） 

IRQCR3.IRQMD[1:0]=0x3  

（IRQ 検出：立ち下がりエッジ） 

IRQFLTE0.FLTEN3=1  

（IRQ3 デジタルフィルタ有効） 

IRQFLTC0.FCLKSEL3[1:0]=0x3  

（サンプリングクロック PCLK/64） 

IR067=0  

（割り込みステータスフラグクリア）  

IER08.IEN3=1  

（IRQ3 割り込み要求許可） 

IPR067=15  

（割り込み優先レベル 15） 
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 DMA コントローラ 

 仕様比較 

 H8/3048 と RX261 の仕様比較を示します。 

表 2-9 H8/3048、RX261 DMAC 機能比較 

項目 H8/3048 RX261 

DMAC DMACA 

チャネル数 4 チャネル（ショートアドレスモー

ド）または、2 チャネル（フルアドレ

スモード） 

4 チャネル（DMACm (m = 0～3) ） 

転送空間 16M バイトのアドレス空間を直接可

能 

512M バイト  

（00000000h～0FFFFFFFh と 

F0000000h～FFFFFFFFh のうち 

予約領域を除く領域） 

最大転送データ数 16M データ  

（ブロック転送モード最大転送数： 

 255 データ×最大転送回数：65536） 

1M データ  

（ブロック転送モード最大総転送数： 1024

データ×1024 ブロック） 

DMA 起動要因 • 内部割り込み  

• 外部リクエスト 

• オートリクエスト 

チャネルごとに起動要因を選択可能 

• ソフトウェアトリガ  

• 周辺モジュールからの割り込み要求  

• 外部割り込み入力端子へのトリガ入力 

チャネル優先順位 • ショートアドレスの場合  

チャネル 0A>チャネル 0B>チャネ

ル 1A>チャネル 1B  

（チャネル 0A が最優先）  

• フルアドレスの場合  

チャネル 0＞チャネル 1 

（チャネル 0 が最優先） 

• チャネル 0>チャネル 1>チャネル 2> 

チャネル 3  

（チャネル 0 が最優先） 

転送 

データ 

1 データ ビット長：8 ビット、16 ビット ビット長：8 ビット、16 ビット、  

32 ビット 

ブロック 

サイズ 

1～255 バイト データ数：1～1024 データ 

転送モード • ノーマル転送モード  

• リピート転送モード* 1  

• ブロック転送モード  

• I/O モード* 1  

• アイドルモード* 1 

• ノーマル転送モード  

• リピート転送モード  

• ブロック転送モード 

DMA の割り込み 

要求 

• 転送カウンタで設定したデータ数

転送終了時 

• 転送終了割り込み 

⎯ 転送カウンタで設定したデータ数を転

送終了時  

• 転送エスケープ終了割り込み 

⎯ リピートサイズ分のデータ転送終了時 

⎯ 拡張リピートエリアがオーバフローし

たとき 

消費電力低減機能 モジュールスタンバイ状態への設定が

可能 

モジュールストップ設定可能 

その他 － • 拡張リピートエリア機能  

• イベントリンク機能 

【注】*1 ショートアドレスモードの転送モードです。 
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 DMAC ブロック図 

H8/3048 に搭載されている DMAC のブロック図を示します。 

 

図 2-6 H8/3048 DMAC ブロック図 

 

  

内部データバス

内部割り込み

コントロール
ロジック チャネル

0

チャネル

0A

アドレスバッファ

チャネル

0B

演算器

MAR0A

IOAR0A

ETCR0A

MAR0B

IOAR0B

ETCR0B

MAR1A

IOAR1A

ETCR1A

MAR1B

IOAR1B

ETCR1B

チャネル

1

チャネル

1A

チャネル

1B

DTCR0A

IMIA0

IMIA1

IMIA2

DTCR0B

DTCR1A

DTCR1B

IMIA3

データバッファ

割り込み信号

【記号説明】
DTCR : データトランスファコントロールレジスタ
MAR : メモリアドレスレジスタ
IOAR : I/Oアドレスレジスタ
ETCR : 転送カウントレジスタ

TXI0

RXI0

DREQ0
DREQ1
TEND0
TEND1

DEND0A
DEND0B
DEND1A
DEND1B

内部アドレスバス

モ
ジ
ュ
ー
ル
デ
ー
タ
バ
ス
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RX261 に搭載されている DMACA のブロック図を示します。 

 

メモリバス1

RAM

割り込み
コントローラ

DMAC

起動制御 DMACレジスタ

DMACチャネル
（CH0～CH3）

レジスタ制御

DMA転送
要求調停

DMACコア

DMAC
制御回路

バスインタフェース

DMA起動要求

DMAC応答

割り込み要求

DMAC
応答制御

DMSAR

DMDAR

DMCRA

DMCRB

DMOFR

DMTMD

DMAMD

DMSTS

DMCNT

転送元アドレス

転送先アドレス

転送カウンタ

ブロックカウンタ

転送モード

4

4

4

内部メインバス1
内部メインバス2

内部周辺バス
1～4、6

ROM

内部メインバス２

メモリバス2

内部周辺バス1

 

図 2-7 RX261 DMACA ブロック図 
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 レジスタ一覧 

H8/3048、RX261 の DMA コントローラのレジスタ一覧を以下にまとめました。 

表 2-10 DMA コントローラレジスタ一覧 

H8/3048 RX261 

DMAC DMACA 

メモリアドレスレジスタ DMA モジュール起動レジスタ（DMAST） 

 ショートアドレスモードの場合：MARkm DMA 転送元アドレスレジスタ n（DMACn.DMSAR) 

フルアドレスモードの場合：MARkm、MARkm DMA 転送先アドレスレジスタ n（DMACn.DMDAR) 

I/O アドレスレジスタ DMA 転送カウントレジスタ n（DMACn.DMCRA） 

 ショートアドレスモードの場合：IOARkm DMA ブロック転送カウントレジスタ n 

（DMACn.DMCRB) 

フルアドレスモードの場合：使用しない DMA 転送モードレジスタ n（DMACn.DMTMD) 

転送カウントレジスタ DMA 割り込み設定レジスタ n（DMACn.DMINT） 

 ショートアドレスモードの場合：ETCRkm DMA アドレスモードレジスタ n（DMACn.DMAMD) 

フルアドレスモードの場合：ETCRkm、 

ETCRkm 

DMA オフセットレジスタ n（DMACn.DMOFR) 

データトランスファコントロールレジスタ DMA 転送許可レジスタ n（DMACn.DMCNT） 

 ショートアドレスモードの場合：DTCRkm DMA ソフトウェア起動レジスタ n 

（DMACn.DMREQ） 

フルアドレスモードの場合：DTCRkm、 

DTCRkm 

DMA ステータスレジスタ n（DMACn.DMSTS） 

－ DMA 起動要因フラグ制御レジスタ n 

（DMACn.DMCSL） 

【注】 k=0,1 m=A,B n=0～3 
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 DMAC 起動要因 

DMA コントローラの起動要因の比較を表 2-11 に示します。 

表 2-11 DMA コントローラ起動要因の比較 

起動要因 H8/3048 DMAC RX261  

DMACA 

ショートアドレス

モード 

フルアドレス 

モード 

各転送 

モード 

共通 チャネル 

0A,1A 

チャネル 

0B,1B 

ノーマル ブロック 

内部割り

込み 

高機能タイ

マ 

ITU コンペアマッチ 

インプットキャプ 

チャ割り込み 

（H8/3048 に搭載） 

IMIA0 

～ 

IMIA3 

〇 × 〇  

GPTW のコンペア 

マッチインプット

キャプチャ割り込み 

（RX261 に搭載） 

GTCIn0 

～ 

GTCIn7 

n= A～F 

  〇 

GPTW 内カウンタ

(GTCNT)のオーバフ

ロー/アンダフロー 

GTCIVn/ 

GTCIUn 

  〇 

 SCI0 

送信データエンプティ割り込み 

受信データフル割り込み 

TXI0 〇 × 〇 

RXI0 〇 × 〇 

上記以外の

周辺モ

ジュールか

らの割り込

み 

RX261 では上記以外の割り込み

を DMACA 起動要因に設定でき

ます。（IRQ,TXI1～12,RXI1～12

等） 

詳細は RX261 グループハード

ウェアマニュアル 14.3.1 節の割

り込みのベクタテーブルを参照し

て下さい 

× × 〇 

外部リク

エスト 

DREQ 端子の立ち下がり × 〇 〇 〇 ×*1 

DREQ 端子の Low レベル入力 × 〇 〇 × 
オートリクエスト × 〇 × 〇 

〇・・・起動要因として設定可能 

×・・・起動要因として設定できない 

【注】*1 RX261 に搭載されている DMACA では外部デバイスからのリクエスト信号による転送を行うことは

できません。外部デバイスからのリクエスト信号で DMAC を起動するにはリクエスト信号を IRQ の

端子へ入力し、IRQ を DMAC 起動要因として設定します。 

• 起動要因の設定方法 

⎯ H8/3048 では DMAC の起動要因を DTCR レジスタに設定します。 

⎯ RX261 では DMACA の起動要因は割り込みコントローラの DMRSRm*1 に設定します。 

【注】*1 m は DMACA のチャネル番号（0～3） 
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 転送モード 

H8/3048、RX261 に搭載されている DMA コントローラの仕様を表 2-12 に示します。 

表 2-12  DMA コントローラ転送モード仕様比較 

 転送モード 転送サイズ 転送回数 1 転送要求に対する転送後

の転送元、転送先アドレス

の更新値 

H8/3048 

DMAC 

ショート 

アドレス

モード 

I/O モード 1 バイト 

1 ワード 

65536 回 • IOAR は固定 

• MAR はインクリメン

ト、デクリメント、固定

から選択する 

アイドルモード 65536 回 IOAR、MAR 共に固定 

リピートモード 256 回 • IOAR は固定 

• MAR はインクリメン

ト、デクリメント、固定

から選択する 

フル 

アドレス 

モード 

ノーマルモード 65536 回 • MARA、MARB はイン

クリメント、デクリメン

ト、固定から選択する 
ブロック転送 

モード 

（1 ブロック最 

大 255 デー

タ） 

65536 回 

RX261 

DMACA 

ノーマル転送モード 1 バイト､ 

1 ワード 

1 ロングワー

ド 

65535 回 DMSAR、DMDAR は個別

にインクリメント、デクリ

メント、固定、オフセット

加算（DMAC0 のみ）から

選択する 

リピート転送モード 

（リピートサイズ最大 

1024 データ） 

1024 回 

ブロック転送モード 

（1 ブロック最大 

1024 データ） 

1024 回 

【注】 H8/3048 リピートモード、RX261 リピート転送モード補足 

H8/3048 のリピートモードでは CPU が DTE ビットを 0 にクリアするまで、転送回数に設定した

データ範囲を繰り返し転送します。 

RX261 のリピート転送モードではリピートサイズ×リピート回数転送後、DMA 転送を終了します。

リピートサイズ終了割り込み処理で、DMACm.DMCNT.DTE ビットに“1”を書き込むと DMA 転送を再

開することができます。 
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RX261 に搭載されている DMACA の転送モード動作概要を図 2-8 に示します。 

 

図 2-8 RX261 転送モード動作例 

 ノーマル転送モード

 

 

 

 

DMSAR DMDAR

 リピート転送モード

 

 

DMSAR DMDAR

 ブロック転送モード

 

 

DMSAR DMDAR
 

 

ブロック領域
 

第１ブロック

第2ブロック

第nブロック
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• ノーマル転送モード 

ノーマル転送モードは 1 回の転送要求について 1 データ転送を行い、これを最大 65535 回実行できま

す。転送によるアドレスのインクリメント、デクリメント、固定、オフセット加算の制御は DMSAR、

DMDAR で独立に行うことができます。図 2-8 での動作例は MSAR,DMDAR を共にインクリメントして

います。 

• リピート転送モード 

リピート転送モードは 1 回の転送要求につき 1 データ転送を行います。リピート転送モードではリピー

トサイズ、リピート回数はそれぞれ最大 1K 回に設定でき、リピート領域に指定された方のアドレスレジ

スタ（DMASR or DMDAR）はリピートサイズ分のデータ転送が終了すると、初期アドレスに回復しま

す。リピート回数転送後 DMA 転送を終了します。リピートサイズ終了割り込み処理で、

DMACm.DMCNT.DTE ビットに“1”を書き込むと DMA 転送を再開することができます。図 2-8 での動作

例はデスティネーションアドレスをリピートエリアとしています。 

 

• ブロック転送モード 

ブロック転送モードでは、1 回の転送要求に対して、最大 1K バイトの 1 ブロックの転送を行い、これを

最大 1K 回実行できます。ブロックサイズは DMCRA で設定します。ソースアドレスとデスティネー

ションアドレスのどちらをブロックエリアとみなすかは MRB の DTS ビットに設定します。図 2-8 での

動作例はソースアドレスをブロック領域としています。 

 

 モジュールストップ 

RX261 ではリセット解除後、消費電流を抑える目的で DMAC、DTC、RAM 以外のモジュールはモジュー

ルストップ状態（クロック供給停止状態）になります。DMAC を消費電力低減のために停止させたい場合

は、モジュールストップコントロールレジスタにてモジュールストップします。但し、この場合 DTC も同

時にモジュールストップします。 
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 シリアルコミュニケーションインタフェース 

 仕様比較 

H8/3048 の SCI に対して、RX261 は SCIk/SCIh、RSCI が内蔵されています。SCIk は従来の転送方式の

調歩同期式、クロック同期式に加えて、調歩同期式の拡張機能としてスマートカード（IC カード）インタ

フェースに対応しています。更に、簡易 I2C バスインタフェース（シングルマスタ動作）、および簡易 SPI

バスインタフェースにも対応しています。SCIh は SCIk の機能に加えて拡張シリアルインタフェースを備え

ています。RSCI は、マンチェスタ、マンチェスタコードによる通信、拡張シリアル通信をサポートしてい

ます。H8/3048 にはない転送方式は、RX260、RX261 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編を

参照して下さい。 

表 2-13 SCI 相違点 

項目 H8/3048 RX261 

チャネル数 2ch（SCI0,1） 7ch（SCIk：SCI1,5,6、SCIh：SCI12、

RSCI：RSCI0,8,9） 

シリアル通信方式 調歩同期式 

クロック同期式 

スマートカードインタ

フェース（SCI0 のみ） 

調歩同期式 

クロック同期式 

スマートカードインタフェース 

簡易 I2C バス 

簡易 SPI バス 

マンチェスタ（RSCI9 のみ） 

転送速度 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

全二重通信 送信部：ダブルバッファ構成による連続送信が可能 

受信部：ダブルバッファ構成による連続受信が可能 

データ転送 LSB ファーストのみ LSB ファースト/MSB ファースト選択可

能 

(簡易 I2C バスでは MSB ファーストの

み） 

割り込み要因  

送信データエンプティ 

送信終了 

受信データフル 

受信エラー 

SCIk,SCIh： 

送信データエンプティ 

送信終了 

受信データフル 

受信エラー 

開始条件/再開始条件/停止条件生成終

了（簡易 I2C モード用） 

RSCI： 

送信データエンプティ 

送信完了 

受信データフル 

受信エラー 

受信データレディ 

受信データ一致 

Break Field 検出/送出 

バス衝突検出 

有効エッジ検出 

スタートコンディション/リスタート

コンディション/ストップコンディ

ション生成終了 

低消費電能 チャネルごとにモジュー

ルスタンバイ状態への設

定が可能 

 

チャネルごとにモジュールストップ状態

への設定が可能 
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調歩同期 

モード 

データ長 7 ビット,8 ビット 7 ビット,8 ビット,9 ビット 

ストップビット 1 ビット,2 ビット 

パリティ機能 偶数パリティ、奇数パリティ、パリティなし 

受信エラーの検出 パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 

ハードウェアフロー制御 なし あり（CTSn、RTSn 端子で制御可能） 

スタートビットの検出 立ち下がりエッジ Low または立ち下がりエッジを選択可能 

ブレーク検出 フレーミングエラー発生

時、RXDn 端子のレベル

を直接読み出す 

SCIk,h： 

フレーミングエラー発生時、RXDn 端子

のレベルを直接読み出す、または

SPTR.RXDMON フラグの読み出しでブ

レークを検出可能 

RSCI： 

フレーミングエラー発生時、RXDn 端子

のレベルを直接読み出す 

クロックソース 内部／外部クロックから

選択可能 

内部／外部クロックから選択可能 

TMR からの転送レートクロックが入力

可能（SCI5,SIC6） 

倍速モード なし ボーレートジェネレータ倍速モードを選

択可能 

マルチプロセッサ通信 マルチプロセッサ通信機能あり 

デジタルノイズフィルタ なし RXDn 端子入力経路に内蔵 

クロック

同期式

モード 

データ長 8 ビット 

受信エラーの検出 オーバランエラー 

ハードウェアフロー制御 なし あり（CTSn、RTSn 端子で制御可能） 

スマートカードインタフェース あり 

簡易 I2C モード なし あり 

簡易 SPI モード なし あり 

拡張シリアルモード なし SCI12、RSCI9 

イベントリンク機能 なし SCI5 のみ対応 
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内蔵 SCI のレジスタの比較とレジスタの違いの有無を示します。 

表 2-14 SCI レジスタ一覧(1/2) 

H8/3048 RX261 相違点 

SCIh,k RSCI 

トランスミットデータレジスタ（TDR） トランスミットデータレジスタ（TDR） なし 

トランスミットシフトレジスタ（TSR） トランスミットシフトレジスタ（TSR） 

レシーブデータレジスタ（RDR） レシーブデータレジスタ（RDR） 

レシーブシフトレジスタ（RSR） レシーブシフトレジスタ（RSR） 

シリアルモードレジスタ（SMR） シリアルモードレジス

タ（SMR） 

― 

(SCR2 が対応) 

シリアルコントロールレジスタ（SCR） シリアルコントロール

レジスタ（SCR） 

制御レジスタ 

（SCR0～4 が対応） 

シリアルステータスレジスタ（SSR） シリアルステータスレジスタ（SSR） 

ビットレートレジスタ（BRR） ビットレートレジスタ

（BRR） 

― 

(SCR2,3 が対応) 

スマートカードモードレジスタ（SCMR） スマートカードモード

レジスタ（SCMR） 

― 

(SCR3 が対応) 
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表 2.14 SCI レジスタ一覧(2/2) 

H8/3048 RX261 相違点 

－（対応するレジスタは存在しない） Control Field 0 コンペアイネーブルレジスタ

(CF0CR) 

RX261 で 

新規追加 

した 

レジスタ 

Control Field 0 データレジスタ(CF0DR) 

Control Field 0 受信データレジスタ(CF0RR) 

Control Field 1 コンペアイネーブルレジスタ

(CF1CR) 

Control Field 1 受信データレジスタ(CF1RR) 

I2C ステータスレジスタ(SISR) 

I2C モードレジスタ 1/2/3(SIMR1/2/3) 

SPI モードレジスタ(SPMR) 

コントロールレジスタ 0/1/2/3(CR0/1/2/3) 

シリアルポートレジスタ(SPTR) 

シリアル拡張モードレジスタ(SEMR) 

ステータスクリアレジスタ(STCR) 

ステータスレジスタ(STR) 

セカンダリ Control Field 1 データレジスタ

(SCF1DR) 

タイマカウントレジスタ(TCNT) 

タイマコントロールレジスタ(TCR) 

タイマプリスケーラレジスタ(TPRE) 

タイマモードレジスタ(TMR) 

データ比較制御レジスタ(DCCR) 

トランスミットデータレジスタ H(TDRH) 

トランスミットデータレジスタ HL(TDRHL) 

トランスミットデータレジスタ L(TDRL) 

ノイズフィルタ設定レジスタ(SNFR) 

プライマリ Control Field 1 データレジスタ

(PCF1DR) 

ポートコントロールレジスタ(PCR) 
モジュレーションデューティレジスタ(MDDR) 
レシーブデータレジスタH(RDRH) 
レシーブデータレジスタHL(RDRHL) 
レシーブデータレジスタL(RDRL) 
拡張シリアルモード有効レジスタ(ESMER) 
割り込みコントロールレジスタ(ICR) 
送受信タイミング選択レジスタ(TMGR) 
比較データレジスタ(CDR) 
比較データレジスタH(CDR.H) 
比較データレジスタL(CDR.L) 
DE 信号制御レジスタ(DECR) 
HBS サポートモード制御レジスタ(HBSCR) 
I2Cステータスクリアレジスタ(SISCR) 
I2Cステータスレジスタ(SISR) 
I2Cモードレジスタ(SIMR) 
ステータスクリアレジスタ(SSCR) 
マンチェスタモードステータスクリアレジスタ
(MMSCR) 
マンチェスタモードステータスレジスタ
(MMSR) 
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マンチェスタモード制御レジスタ(MMCR)  

拡張シリアルモードステータスクリアレジスタ
(XSCR) 
拡張シリアルモードステータスレジスタ
0/1(XSR0/1) 
拡張シリアルモード制御レジスタ
0/1/2(XCR0/1/2) 

 

 

 SCI 置き換え 

H8/3048 の SCI を使用して調歩同期式、あるいはクロック同期式シリアル通信を行っていた処理につい

ては、以下の様な設定が必要になります。 

• 1 ビット期間決定とクロックソース選択調歩同期式モードで通信を行う場合、シリアル拡張モードレジ

スタ（SEMR）において 1 ビット期間を決定するクロックソースを外部クロック入力、TM クロック入力

(SCI5、6、12 のみ)から選択します。また、1 ビット期間が基本クロックの 8 ビット／16 ビットかを選

択します。 

• デジタルノイズフィルタ 

デジタルノイズフィルタの有効、無効についてシリアル拡張モードレジスタ（SEMR）で設定します。

なお、ノイズフィルタ有効の場合は、ノイズフィルタ設定レジスタ（SNFR）にノイズフィルタのクロッ

クセレクト選択を設定して下さい。 

 

 モジュールストップ 

RX261 ではリセット解除後、消費電流を抑える目的で DMAC、DTC、RAM 以外のモジュールはモジュー

ルストップ状態（クロック供給停止状態）になります。モジュールの設定を行う前に必ずモジュールストッ

プを解除してください。 
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 高機能タイマ（ITU、GPTWa） 

 仕様比較 

 H8/3048 と RX261 の仕様比較を示します。 

表 2-15 H8/3048 ITU、RX261 GPTWa 仕様比較（機能） 

項目 H8/3048 RX261 

ITU GPTWa 

入力クロッ

ク 

内部ク

ロック 

内部クロック φ、φ/2、φ/4、φ/8 PCLKA, PCLKA/2, PCLKA/4, 

PCLKA/8, PCLKA/16, PCLKA/32, 

PCLKA/64, PCLKA/128, 

PCLKA/256, PCLKA/512, 

PCLKA/1024, 

外部ク

ロック 

TCLKA、TCLKB、TCLKC、TCLKD GTETRGA, GTETRGB, GTETRGC, 

GTETRGD 

チャネル数 5 チャネル 

（チャネル 0～4） 

8 チャネル 

（GPTW0～7） 

バッファレジスタ チャネル 3、チャネル 4 のみ対応 全チャネル対応 

カウンタクリア コンペアマッチ、インプットキャプ

チャ 

GTPR レジスタのコンペアマッチ、

インプットキャプチャ、ELC 入力、

入力端子状態、外部トリガ入力、

GTCCR レジスタのコンペアマッ

チ、他チャネルのクリア要因 

コンペアマッチ出力 0、1、トグル出力（チャネル 2 のみ

0、1 出力） 

0、1、トグル出力 

同期動作 チャネル 0～4 全チャネル対応 

（外部トリガ入力と ELC イベント

入力による同期動作） 

PWM モード 1 チャネル 0～4 ― 

のこぎり波 PWM 

モード 1,2 

― モード 1：全チャネル対応 

モード 2：GPTW0～2 

相補 PWM モード チャネル 3、チャネル 4 ― 

相補 PWM モード

1,2,3,4 

― GPTW0～2 

リセット同期 PWM モー

ド 

チャネル 3、チャネル 4 GPTW0～2 

相補 PWM モードで対応 

位相計数モード チャネル 2 GPTW3～5 

DMAC の起動 チャネル 0～3 全チャネル対応 

割り込み要因数 15 要因 8 要因 

消費電力低減機能 モジュールスタンバイ状態設定可能 モジュールストップ状態設定可能 

AC 同期モータ駆動モー

ド 

－ 全チャネル対応 

DTC の起動 － 全チャネル対応 

A/D 変換開始トリガ － GPTW0～2 

イベントリンク機能 

（出力） 

－ 11 要因 

全チャネル対応 

イベントリンク機能 

（入力） 

－ 全チャネル対応 

カウントスタート動作 

カウントスタート/ カウントストッ

プ/ カウンタクリア動作 

アップカウント/ ダウンカウント動

作 
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インプットキャプチャ A、B 動作 

A/D 変換開始要求 

ディレイド機能 

－ 全チャネル対応 

割り込み間引き機能 － GPTW0～2 

 

 

 

 

表 2-16 H8/3048 ITU、RX261 GPTWa 仕様比較（端子） 

項目 H8/3048 RX261 

ITU GPTWa 

入出力端子 10 本 14 本 

出力端子 2 本（チャネル 4） 7 本 

入力端子 － 4 本 

 

 

 置き換え時の注意点 

GPTWa ではソフトウェアによる同期動作、ハードウェアによる同期動作が可能ですが、ITU の同期動作と

異なり、同期動作に設定されたチャネルのうち任意の GTCNT を書き換えると他のチャネルの TGCNT も同

時に書き換えられません。詳細は RX260 グループ、RX261 グループユーザーズマニュアル ハードウェア

編を参照してください。 

 

 レジスタ一覧 

表 2-17 ITU、GPTWa レジスタ一覧(1/2) 

H8/3048 RX261 

ITU GPTWa 

TSTR 汎用 PWM タイマソフトウェアスタートレジ

スタ(GTSTR) 

汎用 PWM タイマソフトウェアストップレジ

スタ(GTSTP) 

TSNC － 

TMDR 汎用 PWM タイマ制御レジスタ(GTCR) 

TFCR 汎用 PWM タイマ制御レジスタ(GTCR) 

TOER 汎用 PWM タイマ I/O 制御レジスタ(GTIOR)  

TCNT0～4 汎用 PWM タイマカウンタ(GTCNT) 

GRA0～4、GRB0～4 汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジス

タ m (GTCCRm) (m = A ～ F)  

BRA3、4、BRB3、4 汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジス

タ m (GTCCRm) (m = C ～ F)  

TOCR 汎用 PWM タイマ I/O 制御レジスタ(GTIOR) 

TCR0～4 汎用 PWM タイマ制御レジスタ(GTCR) 

汎用 PWM タイマクリア要因セレクトレジス

タ(GTCSR) 
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表 2-17 ITU、MTU2a、TPUa レジスタ一覧(2/2) 

H8/3048 RX261 

ITU MTU2a 

TIOR0～4 汎用 PWM タイマ I/O 制御レジスタ(GTIOR) 

TSR0～4 汎用 PWM タイマステータスレジスタ(GTST) 

TIER0～4 汎用 PWM タイマステータスレジスタ(GTST) 

－ 汎用 PWM タイマ書き込み保護レジスタ

(GTWP) 

汎用 PWM タイマソフトウェアクリアレジスタ

(GTCLR) 

汎用 PWM タイマスタート要因セレクトレジス

タ(GTSSR) 

汎用 PWM タイマストップ要因セレクトレジス

タ(GTPSR) 

汎用 PWM タイマカウントアップ要因セレクト

レジスタ(GTUPSR) 

汎用 PWM タイマカウントダウン要因セレクト

レジスタ(GTDNSR) 

汎用 PWM タイマインプットキャプチャ要因セ

レクトレジスタ A(GTICASR) 

汎用 PWM タイマインプットキャプチャ要因セ

レクトレジスタ B(GTICBSR) 

汎用 PWM タイマカウント方向、デューティ設

定レジスタ(GTUDDTYC) 

汎用 PWM タイマバッファイネーブルレジスタ

(GTBER) 

汎用 PWM タイマ割り込み、A/D 変換開始

要求間引き設定レジスタ(GTITC) 

汎用 PWM タイマ周期設定レジスタ(GTPR) 

汎用 PWM タイマ周期設定バッファレジス

タ(GTPBR) 

汎用 PWM タイマ周期設定ダブルバッファ

レジスタ(GTPDBR) 

A/D 変換開始要求タイミングレジスタ
A(GTADTRA) 

A/D 変換開始要求タイミングバッファレジ

スタ A(GTADTBRA) 

A/D 変換開始要求タイミングダブルバッ

ファレジスタ A(GTADTDBRA) 

A/D 変換開始要求タイミングレジスタ
B(GTADTRB) 

A/D 変換開始要求タイミングバッファレジ

スタ B(GTADTBRB) 

A/D 変換開始要求タイミングダブルバッ

ファレジスタ B(GTADTDBRB) 

汎用 PWM タイマデッドタイム制御レジス

タ(GTDTCR) 

汎用 PWM タイマデッドタイム値レジスタ
U(GTDVU) 
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汎用 PWM タイマ動作許可ビット同時制御

レジスタ(GTSECR) 

汎用 PWM タイマチャネル間連携インプッ

トキャプチャ制御レジスタ(GTICCR) 

出力位相スイッチ制御レジスタ

（OPSCR） 

 

 モジュールストップ 

RX261 ではリセット解除後、消費電流を抑える目的で DMAC、DTC、RAM 以外のモジュールはモジュー

ルストップ状態（クロック供給停止状態）になります。モジュールの設定を行う前に必ずモジュールストッ

プを解除してください。 
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 タイマベースパルス出力機能 

 仕様比較 

RX261 では H8/3048 のプログラマブルタイミングパターンコントローラ（TPC）に相当するモジュール

はありません。ここでは、RX261 で H8/3048 TPC の機能を実現する方法の一例を示します。なお、

RX651/RX65N ではプログラマブルパルスジェネレータ（PPG）が搭載されております、H8/3048 の TPC

を置き換えるモジュールとしてこちらもご検討下さい。詳細は RX65N グループ、RX651 グループ ユー

ザーズマニュアルハードウェア編を参照して下さい。 

 

(1) H8/3048 TPC の概要 

TPC の機能概要としては、16 ビットインテグレーテッドタイマユニット（ITU）をタイムベースとして

TP0～15 端子からパルスを出力します。TPC は 4 ビット単位の TPC 出力グループ 0～3 から構成されてお

り、これらは同時に動作させることも、独立に動作させることも可能です。 

図 2-9 に TPC のブロック図を示します。 

 

図 2-9 H8/3048 TPC ブロック図 

  

           コントロールロジック

PBDR

PADR

PADDR PBDDR

NDERA NDERB

TPMR TPCR

ITUコンペアマッチ信号
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TP3

TP2

TP1

TP0

【記号説明】
TPMR : TPC出力モードレジスタ
TPCR : TPC出力コントロールレジスタ
NDERB : ネクストデータイネーブルレジスタB
NDERA : ネクストデータイネーブルレジスタA
PBDDR : ポートBデータディレクションレジスタ
PADDR : ポートAデータディレクションレジスタ
NDRB : ネクストデータレジスタB
NDRA : ネクストデータレジスタA
PBDR : ポートBデータレジスタ
PADR : ポートAデータレジスタ

パルス出力端子

グループ3

パルス出力端子

グループ2

パルス出力端子

グループ1

パルス出力端子

グループ0

NDRB

NDRA

内部データバス
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(2) RX261  TPC の置き換え例 

RX261 で H8/3048 の TPC の機能を実現する設定の一例を図 2-10 に示します。ここでは汎用ポート、

DMAC、CMT を使用した置き換え例を示します。 

 

図 2-10 RX261 TPC 置き換え設定のブロック図 

置き換えモジュールの解説 

① H8/3048 TPC タイムベースの置き換え 

CMT をタイムベースとし、CMT のコンペアマッチ割り込みで DMAC を起動させます。 

② H8/3048 TPC NDRA/NDRB の置き換え 

②-1：メモリに出力パターンを格納した変数を用意します。 

②-2：割り込みコントローラがのコンペアマッチ割り込みを受け DMAC を起動します。 

DMAC では、出力パターンを格納した変数の内容を Pmn.PODR に転送します。 

③ H8/3048 TPC 出力端子（TP0－15）の置き換え 

Pmn を汎用出力端子として設定し、パルスの出力として使用します。 

④ H8/3048 TPC PADR/PBDR の置き換え 

Pmn.PODR で置き換えます。Pmn.PODR に出力データを格納し Pmn から出力します。 

（m = 0～9、A～F、H、J～L／n=0～7） 

 

  

CMT( )

コンペアマッチ割り込み

割り込みコントローラ( -2)

DMAC( -2)

DMACでポート出力データレジスタ

(PODR)に出力値を設定

汎用ポート( )

汎用ポート( )

PODR( )

PODR( )

RAM(またはROM)

出力データを配置

( -1) 
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(3) RX261 TPC の置き換え例 動作説明 

H8/3048TPC の動作と RX261 で TPC を置き換えた場合の動作をそれぞれ図 2-11 に示します。 

 

図 2-11 TPC の置き換え設定例動作説明 
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Pmn.PODR(※)

PADR/PBDR m n
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　　※mはポート番号 m = 0 ～ 5、A ～ E、H、J　n=0 ～ 7

DMACによる

データ転送

RX261 TPC置き換え設定例H8/3048 TPCの動作
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 ウォッチドッグタイマ 

 仕様比較 

ウォッチドッグタイマモジュールとして、H8/3048 には WDT、RX261 には WDTA と独立した専用ク

ロックで動作する IWDTa がそれぞれ内蔵しています。表 2-18 にそれぞれの仕様を比較します。 

表 2-18 H8/3048 WDT,RX261 WDTA,IWDTa 仕様比較 

項目 H8/3048 RX261 

WDT WDTA IWDTa 

カウントソース システムクロック 周辺モジュール 

クロック B（PCLKB） 

IWDTCLK 

（IWDT 専用クロック） 

クロック分周比 φ/2、φ/32、φ/64、 

φ/128、φ/256、φ/512、 

φ/2048、φ/4096 

4 分周／64 分周／ 

128 分周／512 分周／ 

2048 分周／8192 分周 

1 分周／16 分周／ 

32 分周／64 分周／ 

128 分周／256 分周 

カウント動作 8 ビットのアップカウンタ 

によるアップカウント 

14 ビットのダウンカウンタによるダウンカウント 

割り込み要因 • アップカウンタがオーバフロー

したとき 

• ダウンカウンタがアンダフローしたとき 

• リフレッシュ許可期間以外でリフレッシュを

行ったとき(リフレッシュエラー) 

アンダフロー 

時の動作 

－ リセット出力または、NMI 割り込み 

 

その他 

• インターバルとしても使用可能 • インターバルとして使用不可能 

• ウィンドウ機能 

• オートスタートモード 

• レジスタスタートモード 
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 A/D 変換 

 仕様比較 

表 2-19 に H8/3048 と RX261 の A/D 変換仕様の比較を示します。 

表 2-19 H8/3048、RX261 A/D 変換仕様比較 

項目 H8/3048 RX261 

A/D 変換器 12 ビット A/D コンバータ（S12ADE） 

分解能 10 ビット 12 ビット 

A/D 変換方式 逐次比較方式 逐次比較方式 

変換時間 1 チャネルあたり最小 7.45μs 

（18MHz 動作時） 

1 チャネル当たり 

0.7 μs (ADCCR.CCS ビット= 0) 

0.5 μs (ADCCR.CCS ビット= 1) 

（A/D 変換クロック ADCLK=64MHz 動作時） 

動作モード 単一モード シングルスキャンモード 

スキャンモード 連続スキャンモード 

－ グループスキャンモードとグループスキャンモード

（グループ A 優先制御選択時） 

A/D 変換開始条件 • ソフトウェア 

• 外部トリガ信号

（_ADTRG） 

• ソフトウェアトリガ 

• 同期トリガ（MTU、ELC、 TPU からのトリガ） 

• 非同期トリガ（ADTRG0#端子） 

機能 サンプル&ホールド機能 • サンプル&ホールド機能 

• サンプリングステート数可変機能 

• 12 ビット A/D コンバータの自己診断機能 

• A/D 変換値加算モードと平均値モードを選択可 

• アナログ入力断線検出アシスト機能 

• ダブルトリガモード 

• A/D データレジスタオートクリア機能 

• コンペア機能（ウィンドウ A、ウィンドウ B） 

• コンペア機能使用時のリングバッファ（16 本） 

• イベントリンク機能 

割り込み要因 （A/D 変換終了割り込み要

求） 

• ダブルトリガモードとグループスキャンモードを除

き、1 回のスキャン終了でスキャン終了割り込み要

求(S12ADI0)を発生 

• ダブルトリガモードの設定では、2 回のスキャン終

了でスキャン終了割り込み要求(S12ADI0)を発生 

• グループスキャンモードの設定では、グループ A

のスキャン終了でスキャン終了割り込み要求

(S12ADI0)を発生。グループ B のスキャン終了でグ

ループ B 専用のスキャン終了割り込み要求(GBADI)

を発生 

• グループスキャンモードでダブルトリガモード選択

時は、グループ A の 2 回のスキャン終了でスキャ

ン終了割り込み要求(S12ADI0)を発生。グループ B

のスキャン終了でグループ B 専用のスキャン終了

割り込み要求(GBADI)を発生 

消費電力低減機能 モジュールスタンバイ状態設

定可能 

モジュールストップ状態設定可能 

変換対象 アナログ入力端子 0～7 アナログ入力端子 0～7、アナログ入力端子 16～31 

内部基準電圧 

温度センサ 
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 動作モード 

H8/3048 の A/D 変換器には、単一モードとスキャンモードの 2 つの動作モードがあります。H8/3048 の変

換モードが、RX261 のどの変換モードに該当するかを表 2-20 に示します。 

表 2-20 A/D 変換器動作モード対応 

No  H8/3048  RX261  

1 単一モード  シングルスキャンモード（1 チャネルだけ指定する）  

2 スキャンモード  連続スキャンモード  

3 －  グループスキャンモード  

 

 

各動作モードの概要を示します。 

表 2-21 A/D 変換器動作モード概要 

マイコン 動作モード 動作概要 

H8/3048 単一モード ① 指定した 1 チャネルのみの A/D 変換を 1 回行う。 

② 割り込み許可されていれば、ADI 割り込みを発生。 

③ ADCSR の ADST ビットは A/D 変換中は“1”（A/D 変換開

始）を保持し、A/D 変換が終了すると自動的にクリアさ

れ、A/D 変換が終了する。 

スキャンモード ① 指定した複数チャネル（1 チャネルも含む）のアナログ入

力を若番チャネルから順次変換。 

② 指定した全チャネルの変換終了時に ADI 割り込みを発生。 

③ ADCSR の ADST ビットに“1”（A/D 変換開始）がセットさ

れている間は①～②を繰り返す。 

ADST ビットを“0”にクリアすると A/D 変換が終了する。 

RX261 シングルスキャンモード ① 指定した複数チャネル（1 チャネルも含む）のアナログ入

力を若番チャネルから順次変換。 

② 指定した全チャネルの変換終了時に S12ADI0 割り込みを

発生。 

③ ADCSR の ADST ビットは A/D 変換中は“1”（A/D 変換開

始）を保持し、選択されたすべてのチャネルの A/D 変換

が終了すると自動的にクリアされ、A/D 変換が終了する。 

連続スキャンモード 上記シングルスキャンモードを繰り返し実行。 

グループスキャンモード ① グループ A とグループ B のスキャンをそれぞれ選択した

トリガで開始し、グループ A とグループ B で選択した

チャネルのスキャンをそれぞれ 1 回ずつ実施して終了す

る。 

② グループ A の割り込みが許可されていれば、グループ A

のスキャン終了時に S12ADI0 割り込みを発生。 

グループ B の割り込みが許可されていれば、グループ B

のスキャン終了時に GBADI 割り込みを発生。 
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 レジスタ一覧 

表 2-22 に H8/3048 の AD 変換器、RX261 の 12 ビット A/D コンバータのレジスタ機能比較を示します。 

表 2-22 AD 変換器レジスタ機能比較(1/2) 

H8/3048 RX261 相違点 

AD 変換器 12 ビット A/D コンバータ 

A/D データレジスタ A～D 

（ADDRA～D） 

A/D データレジスタ y（ADDRy） 

（y=0～7、16～31） 

あり *1 

A/D コントロール／ステータスレジス

タ（ADCSR） 

A/D コントロールレジスタ（ADCR） 

A/D コントロールレジスタ（ADCSR）  

 

 

あり 

A/D チャネル選択レジスタ A0(ADANSA0) 

A/D チャネル選択レジスタ A1(ADANSA1) 

A/D チャネル選択レジスタ B0(ADANSB0) 

A/D チャネル選択レジスタ B1(ADANSB1) 

A/D サンプリングステートレジスタ

n(ADSSTRn)(n=0～7,L,T,O) 

A/D 開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR） 

－（対応するレジスタは存在しない） A/D データ二重化レジスタ(ADDBLDR) RX261 

で新規追加し 

たレジスタ 

A/D 温度センサデータレジスタ(ADTSDR) 

A/D 内部基準電圧データレジスタ(ADOCDR) 

A/D 自己診断データレジスタ(ADRD) 

A/D 変換値加算/平均機能チャネル選択レジスタ

n(ADADSn)(n=0,1) 

A/D 変換値加算/平均回数選択レジスタ(ADADC) 

A/D コントロール拡張レジスタ(ADCER) 

A/D 変換拡張入力コントロールレジスタ

(ADEXICR) 

A/D 断線検出コントロールレジスタ(ADDISCR) 

A/D サンプリングステートレジスタ

n(ADSSTRn)(n=0～7,L,T,O) 

A/D 断線検出コントロールレジスタ(ADDISCR) 

A/D イベントリンクコントロールレジスタ

(ADELCCR) 

A/D グループスキャン優先コントロールレジス

タ(ADGSPCR) 

A/D コンペア機能コントロールレジスタ

(ADCMPCR) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A チャネル選択レ

ジスタ n(ADCMPANSRn)(n=0,1) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 拡張入力選択レ

ジスタ(ADCMPANSER) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 比較条件設定レ

ジスタ n(ADCMPLRn)(n=0,1) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 拡張入力比較条

件設定レジスタ(ADCMPLER) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 下位側レベル設

定レジスタ(ADCMPDR0) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A 上位側レベル設

定レジスタ(ADCMPDR1) 
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表 2-22 AD 変換器レジスタ機能比較(2/2) 

H8/3048 RX261 相違点 

AD 変換器 12 ビット A/D コンバータ 

－（対応するレジスタは存在しない） A/D コンペア機能ウィンドウ A チャネルステー

タスレジスタ n(ADCMPSRn)(n=0,1) 

RX261 

で新規追加し 

たレジスタ A/D コンペア機能ウィンドウ A 拡張入力チャネ

ルステータスレジスタ(ADCMPSER) 

A/D 高電位/低電位基準電圧コントロールレジス

タ(ADHVREFCNT) 

A/D コンペア機能ウィンドウ A/B ステータスモ

ニタレジスタ(ADWINMON) 

A/D コンペア機能ウィンドウ B チャネル選択レ

ジスタ(ADCMPBNSR) 

A/D コンペア機能ウィンドウ B 下位側レベル設

定レジスタ(ADWINLLB) 

A/D コンペア機能ウィンドウ B 上位側レベル設

定レジスタ(ADWINULB) 

A/D コンペア機能ウィンドウ B チャネルステー

タスレジスタ(ADCMPBSR) 

A/D データ格納バッファレジスタ

n(ADBUFn)(n=0～15) 

A/D データ格納バッファイネーブルレジスタ

(ADBUFEN) 

A/D データ格納バッファポインタレジスタ

(ADBUFPTR) 

【注】*1  H8/3048、RX261 共に 16 ビットレジスタです。なお、H8/3048 では 10 ビット左詰めで 

配置されますが、RX261 の初期状態は 12 ビット右詰めのフォーマットであることに注意して下さ

い。（ADCER.ADRFMT に“1”をセットすることで左詰めフォーマットにすることができます。） 

 

 

 モジュールストップ 

RX261 ではリセット解除後、消費電流を抑える目的で DMAC、DTC、RAM 以外のモジュールはモジュー

ルストップ状態（クロック供給停止状態）になります。モジュールの設定を行う前に必ずモジュールストッ

プを解除してください。 
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 D/A 変換 

 仕様比較 

表 2-23 H8/3048、RX261 D/A 変換仕様比較 

項目 H8/3048 RX261 

D/A 変換器 8 ビット D/A コンバータ（DAa） 

分解能 8 ビット 8 ビット 

入力チャネル数 2 チャネル 2 チャネル 

変換速度 10μs（負荷容量 20pF 時） Max.30μs 

出力電圧 0V～255/256×VREF 0V～AVCC0 

ソフトウェアスタンバイ 

時の D/A 出力保持機能 

あり あり 

消費電力低減機能 － モジュールストップ状態設定可能*1 

【注】*1  DAADSCR.DAADST ビットが“1”（D/A 変換と A/D 変換の干渉対策が有効）の場合、 

12 ビット A/D コンバータをモジュールストップ状態にしないでください。 

A/D 変換が停止するだけでなく、D/A 変換が停止する可能性があります 

 

 レジスタ比較 

H8/3048 と RX261 のレジスタの相違点を示します。 

表 2-24 H8/3048、RX261 レジスタ比較 

H8/3048 RX261 相違点 

D/A データレジスタ 0、1（DADR0、1） D/A データレジスタ 0、1（DADR0、1） あり* 1 

D/A コントロールレジスタ（DACR） D/A 制御レジスタ（DACR） あり* 1 

D/A スタンバイコントロールレジスタ 

（DASTCR） 

－* 2 － 

－ DADRm フォーマット選択レジスタ 

（DADPR） 

－ 

D/A A/D 同期スタート制御レジスタ

（DAADSCR） 

－ 

【注】 *1 ビットアサインは異なりますので注意願います。 

*2 H8/3048 にある D/A スタンバイコントロールレジスタ（DASTCR）に相当するレジスタは 

RX261 にはありません。 

 

 

 モジュールストップ 

RX261 ではリセット解除後、消費電流を抑える目的で DMAC、DTC、RAM 以外のモジュールはモジュー

ルストップ状態（クロック供給停止状態）になります。モジュールの設定を行う前に必ずモジュールストッ

プを解除してください。 
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 フラッシュメモリ 

 仕様比較 

表 2-25 H8/3048F、RX261 フラッシュメモリ仕様比較 

項目 H8/3048F RX261 

サイズ 

 

128K バイト ユーザ領域：最大 512K バイト 

データ領域：8K バイト 

エクストラ領域：スタートアップ領域情報、 

アクセスウィンドウ情報、 

ユニーク ID を格納 

ブロックサイズ× 

ブロック数 

• 16K バイト×7（112K バイト） 

• 12K バイト×1（12K バイト） 

• 512 バイト×8（4K バイト） 

• ユーザ領域：2K バイト×256(512K バイト） 

            2K バイト×192(384K バイト） 

            2K バイト×128(256K バイト） 

• データ領域：256 バイト×32（8K バイト） 

動作モード • プログラムモード 

• プログラムベリファイモード 

• イレースモード 

• イレースベリファイモード 

• プレライトベリファイモード 

• E2 データフラッシュアクセス禁止モード 

• ROM/E2 データフラッシュリードモード 

• ROM P/E モード 

• E2 データフラッシュ P/E モード 

ROM 書き込み／ 

消去単位 

書き込み：1 バイト単位 

消去：ブロック単位 

書き込み：8 バイト単位 

消去：ブロック単位 

書き込み／ 

消去時間 

システムクロック：1MHz～16MHz 

• 書き込み： 

50μs/1000μs（1 バイトあたり）* 1 

• 消去： 

1s/30s（128K バイトあたり 

［全部ブロック］）* 1 

FCLK：64MHz  

• 書き込み： 

45.0µs/445µs（8 バイトあたり）* 1 

• 消去： 

65.4ms/1494.3ms（512K バイトあたり 

[全ブロック]）* 1 

書き込み回数 100 回 1000 回 

E2 

データ 

フラッ

シュ 

書き込み／ 

消去単位 

― 書き込み：1 バイト単位 

消去：ブロック単位 

書き込み／ 

消去時間 

― FCLK：64MHz  

• 書き込み： 

34.6µs/337.7µs（1 バイトあたり）* 1 

• 消去： 

12.7ms/375.2ms（8K バイトあたり 

[全ブロック]）* 1 

書き込み回数 ― 1,000,000 回/100,000 回* 2 

プログラミングモード • オンボードプログラミング 

ブートモード 

ユーザプログラムモード 

• PROM モード 

 

• オンボードプログラミング 

ブートモード 

⎯ FINE インタフェース 

⎯ USB インタフェース 

⎯ SCI インタフェース 

• セルフプログラミング（シングルチップモード） 

• オフボードプログラミング 

フラッシュプログラマ(シリアルプログラマ、パラ

レルプログラマ)を使用して、ユーザ領域とデータ

領域の書き換えが可能 

その他 ビットレート自動合わせ込み 

プロテクトモード 

ビットレート自動調整 

プロテクト機能 

【注】 *1 typ/max で表記 

*2 typ/min で表記 
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 低消費電力状態とモジュールストップ機能 

 低消費電力状態の仕様比較 

H8/3048 に低消費電力状態として 3 つのモード、RX261 は 4 つのモードが用意されています。低消費電

力状態では H8/3048、RX261 共に CPU 機能を停止し、各低消費電力状態に応じて内部動作状態が切り替わ

ります。各低消費電力状態のモードを下記に示します。 

(1) H8/3048 低消費電力状態 

H8/3048 の低消費電力状態での内部動作を表 2-26 に示します。 

表 2-26 H8/3048 低消費電力状態 

機能／状態 スリープモード ソフトウェア 

スタンバイモード 

ハードウェア 

スタンバイモード 

クロック発振器 動作 停止 停止 

CPU  停止 停止 停止 

レジスタ 保持 保持 不定 

リフレッシュコントローラ 動作 停止／保持* 1 停止／リセット 

その他の周辺機器 動作 停止／リセット 停止／リセット 

RAM 保持 保持 保持 

φ クロック出力 φ 出力 High 出力 ハイインピーダンス 

I/O ポート 保持 保持 ハイインピーダンス 

【注】 *1 RTCNT、RTMCSR のビット 7、6 はリセットされます。 

 

 

(2) RX261 消費電力低減機能 

RX261 の低消費電力状態での内部動作を表 2-27 に示します。 

表 2-27 RX261 低消費電力状態 

動作状態 スリープモード ディープスリー

プモード 

ソフトウェア ス

タンバイモード 

スヌーズモード
( 注 1)  

メインクロック発振器 動作可能 動作可能 停止 動作可能 

サブクロック発振器 動作可能 動作可能 動作可能 動作可能 

高速オンチップオシレータ 

(HOCO) 

動作可能 動作可能 停止 動作可能 

低速オンチップオシレータ 

(LOCO) 

動作可能 動作可能 動作可能( 注 5)  動作可能 

IWDT 専用オンチップオシ

レータ(ILOCO) 

動作可能( 注 6)  動作可能( 注 6)  動作可能( 注 6)  動作可能(注 6)  

PLL 動作可能 動作可能 停止 動作可能 

PLL2 動作可能 動作可能 停止 動作可能 

CLKOUT 出力 動作可能 動作可能 動作可能( 注 7)  動作可能 

CPU 停止( 保持) 停止( 保持) 停止( 保持) 停止( 保持) 

RAM0 

(0000 0000h ～ 0001 FFFFh) 
動作可能( 保

持) 

停止( 保持) 停止( 保持) 動作可能( 保

持)(注 8)  

フラッシュメモリ 動作 停止( 保持) 停止( 保持) 停止( 保持) 

DMAC 動作可能( 注 9)  停止( 保持) 停止( 保持) 停止( 保持) 

DTC 動作可能( 注 10) 停止( 保持) 停止( 保持) 動作可能(注 8、注

10) 

ウォッチドッグタイマ 

(WDT) 

停止( 保持) 停止( 保持) 停止( 保持) 停止( 保持) 

独立ウォッチドッグタイマ 

(IWDT) 

動作可能( 注 6)  動作可能( 注 6)  動作可能( 注 6)  動作可能(注 6)  
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リモコン信号受信機能 

(REMC) 

動作可能 動作可能 動作可能( 注 11) 動作可能 

リアルタイムクロック(RTC) 動作可能 動作可能 動作可能 動作可能 

RTCOUT 出力 動作可能 動作可能 動作可能 動作可能 

電圧検出回路(LVD) 動作可能 動作可能 動作可能 動作可能 

パワーオンリセット回路 動作 動作 動作 動作 

コンパレータ B 動作可能 動作可能 動作可能( 注 12) 動作可能(注 12) 

ローパワータイマ(LPT) 動作可能 動作可能 動作可能 動作可能 

周辺モジュール 動作可能 動作可能 停止( 保持)( 注 13) 動作可能 

I/O ポート 動作 動作 保持(注 14 ) 動作 

動作可能は、制御レジスタ設定によって動作/ 停止を制御可能である❦とを示します。停止( 保持) は、内

部レジスタ値保持、内部状態は動作中断を示します。 

注 1. MSTPCRm.MSTPmi ビット(m = A～D, i = 31 ～ 0) を“0” に設定している内蔵周辺モジュールは

すべて、スヌーズモード遷移後 

に動作クロックが供給され、動作が再開します。そのため、スヌーズモード中に動作が不要な内蔵周辺

モジュールについては、ソフトウェアスタンバイモードに遷移する前に対応する MSTPmi ビットを

“1” に設定し、モジュールストップ状態としてください。 

注 2. 外部端子割り込み(NMI, IRQ0 ～IRQ7)、周辺機能割り込み(RTC アラーム、RTC 周期、IWDT、電圧

監視、USB、REMC、 ELC (LPT 専用割り込み)) 

注 3. 外部端子割り込み(NMI, IRQ0 ～IRQ7)、周辺機能割り込み(RTC アラーム、RTC 周期、IWDT、電圧

監視、USB、REMC)、スヌーズ解除、ノンマスカブル割り込みの RAM エラー割り込み 

注 4.  RES# 端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット、独立ウォッチドッグタイマリセッ

トによる解除は除きます。 RES# 端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット、独立

ウォッチドッグタイマリセットによる解除の場合は、リセット状態に遷移します。 

注 5. 低速オンチップオシレータ強制発振コントロールレジスタの低速オンチップオシレータ強制発振ビッ

ト(LOFCR.LOFXIN) の設定により、動作/ 停止を選択する❦とができます。 

注 6.  IWDT オートスタートモード時、オプション機能選択レジスタ 0 の IWDT スリープモードカウント

停止制御ビット (OFS0.IWDTSLCSTP) の設定により、動作/ 停止を選択する❦とができます。IWDT 

オートスタートモードではないとき、 IWDT カウント停止コントロールレジスタのスリープモード

カウント停止制御ビット(IWDTCSTPR.SLCSTP) の設定により、動作/ 停止を選択する❦とができま

す。 

注 7.  CLKOUT 出力コントロールレジスタの CLKOUT 出力ソース選択ビット(CKOCR.CKOSEL[3:0]) = 

0011b ( サブクロック発振器)以外を選択している場合は、停止します。ソフトウェアスタンバイモー

ドで LOCO 強制発振が有効な場合、 CKOCR.CKOSEL[3:0] = 0000b (LOCO クロック) を設定しな

いでください。 

注 8. スヌーズコントロールレジスタのスヌーズモード時 DTC 許可ビット(SNZCR.SNZDTCE) の設定によ

り、動作/ 停止を選択することができます。 

注 9. スリープモード中は、システム制御関連のレジスタ(「表 5.1    I/O レジスタアドレス一覧」のモ

ジュールシンボル欄に SYSTEM と記載のレジスタ) への書き込みは禁止です。 

注 10. スリープモード中、あるいはスヌーズモード中は、システム制御関連のレジスタ(「表 5.1    I/O レ

ジスタアドレス一覧」のモジュールシンボル欄に SYSTEM と記載のレジスタ) への書き込みは禁止

です。 

注 11. 動作クロックのクロックソースがサブクロック、IWDT 専用オンチップオシレータクロックの場合に

動作可能です。 

注 12. デジタルフィルタ機能は使用禁止です。比較結果の CMPOBn 端子への出力のみ動作可能です。 

注 13. 周辺モジュールは状態を保持します。 

注 14. リモコン信号受信機能(REMC) を動作させている場合、関連する端子は動作を継続します。 
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 モード遷移 

RX261 の各低消費電力状態間の遷移を図 2-12 に示します。 

リセット状態

通常動作モード：プログラム動作状態

低消費電力モード：プログラム停止状態

スリープモード
ディープ

スリープモード
ソフトウェア

スタンバイモード

：レジスタ設定で遷移します。

：例外処理を行って遷移します。

(注3)

WAIT命令(注1)

SSBY=0
全ての
割り込み

全ての
割り込み

割り込み（注2）WAIT命令(注1)
SSBY=1

注1.WAIT命令実行時、プログラム停止状態へ移行中に解除要因となる割り込みが受け付けられると、プログラム停止状態へ移行せず、割り込み例外処理を実行します。

注2. 外部端子割り込み(NMI, IRQ0～IRQ7)、周辺機能割り込み(RTCアラーム、RTC周期、IWDT、電圧監視、ELC (LPT専用割り込み)、REMC、USB))。

注3. RESET状態からの遷移はノーマルモードのLOCOクロックソースとなります。

注4. スリープモード、ディープスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、スヌーズモードから割り込みにより通常動作モードへ移行します。

       その際スリープモードに関しては復帰後のクロックソースを選択することが可能です。詳細はRSTCLKCRレジスタのレジスタ説明を参照ください。

       また、ディープスリープモード、ソフトウェアスタンバイモード、スヌーズモードに関しては復帰時と復帰前は同じクロックソースとなります。

注5. スヌーズ遷移条件はSNZCRレジスタで設定できます。詳細はSNZCRレジスタの説明を参照してください。

注6. スヌーズ終了条件はSNZCRレジスタで設定できます。詳細はSNZCRレジスタの説明を参照してください。

注7.外部端子割り込み(NMI、IRQ0～IRQ7)、周辺機能割り込み(RTCアラーム、RTC周期、IWDT、電圧監視、REMC、USB)、スヌーズ解除、ノンマスカブル割り込みの

　　RAMエラー割り込み。

すべての状態において、RES#端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット、WDTリセット、IWDTリセットおよびソフトウェアリセットが発生すると

リセット状態に遷移します。

WAIT命令(注1)
SSBY=0
MSTPCRA.MTSPA28=1
MSTPCRC.DSLPE=1

(注4)

スヌーズモード

：スヌーズ遷移条件発生で遷移します。

：スヌーズ終了条件発生で遷移します。

割り込み（注7）

スヌーズ遷移
条件発生（注5）

スヌーズ終了
条件発生（注6）

 

図 2-12 RX261 モード遷移図 
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 モジュールストップ 

H8/3048 のモジュールスタンバイ機能は、低消費電力状態とは独立に周辺モジュールの動作を停止させる

事ができます。モジュールスタンバイ状態に遷移した場合、内部状態は初期化されます。H8/3048 では

RESET 後、周辺モジュールは動作しています。RX261 のモジュールストップ機能も同様に、低消費電力状

態とは独立に周辺モジュールの動作を停止させる事ができます。モジュールストップ状態に遷移した場合、

内部状態は保持されます。RX261 ではリセット解除後は DMAC、DTC、RAM を除くすべての周辺モジュー

ルの動作は停止しています。周辺モジュールの動作を開始する場合、モジュールストップを解除します。各

周辺モジュールの動作・停止は表 2-28 に示すレジスタで行います。 

表 2-28 停止可能なモジュール一覧 

H8/3048 RX261 

モジュールスタンバイ機能 モジュールストップ機能 

MSTCR：モジュールスタンバイ 

コントロールレジスタ 

SYSTEM.MSTPCRA：モジュールストップ 

コントロールレジスタ A 

 ITU  TMR 

SCI GPTW 

DMA CMT  

リフレッシュコントローラ S12AD  

A/D 変換器 DA  

－ DMAC、DTC 

SYSTEM.MSTPCRB：モジュールストップ 

コントロールレジスタ B 

 SCI1,5,6,12,RSCI0 

DOC 

ELC 

コンパレータ B 

RSPI0 

USB 

RIIC0 

CRC 

SYSTEM.MSTPCRC：モジュールストップ 

コントロールレジスタ C 

 RAM0 

CAC 

RSCI8,9 

REMC 

SYSTEM.MSTPCRD：モジュールストップ 

コントロールレジスタ D 

 CAN FD 

CTSU 

RSIP 
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3. 参考資料 

3.1 節では本資料を作成する上で参照した資料をまとめました。下記資料を参照するに当たり、最新版の

資料がある場合、最新版に差し替えて使用して下さい。最新版はルネサスエレクトロニクスホームページで

確認および入手して下さい。 

表 3-1 参考資料 

参考資料 

H8/3048 グループ、H8/3048F-ZTAT™ハードウェアマニュアル（RJJ09B0280） 

H8/300H シリーズ プログラミングマニュアル ルネサス 16 ビットシングルチップマイクロコンピュータ

H8 ファミリ（RJJ09B0141） 

RX260 グループ、RX261 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH1045JJ） 

RX261 グループ 初期設定例（R01AN7292JJ） 

RX65N グループ、RX651 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編（R01UH0590JJ）  

 

 



RX261 グループ H8/3048（H8/300H シリーズ）⇒RX261 マイコン移行ガイド 

R01AN7735JJ0100  Rev.1.00  Page 71 of 71 

Mar.25.25  

改訂記録 

Rev. 発行日 

改訂内容 

ページ ポイント 

1.00 2025.03.25 ― 初版発行 

 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテク

ニカルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 

CMOS 製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS 製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保

存の際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアー

スを施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS 製品を実装したボードについても同様の扱

いをしてください。 

2. 電源投入時の処置 

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部

リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオン

リセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. 電源オフ時における入力信号 

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入に

より、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」について

の記載のある製品は、その内容を守ってください。 

4. 未使用端子の処理 

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっ

ています。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識

されて誤動作を起こす恐れがあります。 

5. クロックについて 

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した

後に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定

した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り

替え先のクロックが十分安定してから切り替えてください。 

6. 入力端子の印加波形 

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS 製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）か

ら VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領

域）があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

8. 製品間の相違について 

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッ

シュメモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合が

あります。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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ご注意書き 

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアお

よびこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの使用に起因して生じた損害

（お客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許

権、著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うもので

はありません。 

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要と

なる場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。 

5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改

変、複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図

しております。 

 標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 

 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等 

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のあ

る機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機

器と、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これら

の用途に使用することは想定していません。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その

責任を負いません。 

7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を 100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア／ソフトウェア製品にはセキュリ

ティ対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または当社製品が使用されてい

るシステムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品ま

たは当社製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキング、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行

為（「脆弱性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害に

ついて、一切責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品

性および特定目的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。 

8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導

体デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の

範囲内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切

その責任を負いません。 

9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする

場合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を

行っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客

様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を

行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行って

ください。 

10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用

を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことに

より生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 

11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品お

よび技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、そ

れらの定めるところに従い必要な手続きを行ってください。 

12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたしま

す。 

13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。 

14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。 

注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的

に支配する会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。 
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本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓

口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 
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